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眠っていた歴史の
鼓動を感じる
福地中生徒が発掘現場を見学
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幸
せ
と
希
望
を
実
感
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
９９
億
８
９
６
万
円

平
成
９
年
度
一
般
会
計
決
算
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　福地中学校１年生が聖寿
寺館跡発掘調査現場を見学
し、遺物や遺構に触れながら
８００年前に思いを馳せていま
した。１７ページに関連記事。

今月の表紙

 ０２　平成１９年度一般会計決算

 ０６　タウンニュース

０８　タウンインフォメーション

 １０　南部町敬老会

 １１　南部町民運動会

 １２　達者村花壇コンクール

 １３　達者人コラム

 １４　達者村認証産品

 １６　まちの話題

１８　名久井小学校金管バンド部
　　が東北大会に出場

 １９　福田小学校が３０人３１脚全国
　　大会へ出場

 ２０　くらしのカレンダー

 ２３　バーデパークだより

 ２４　名川病院ガイド

 ２５　としょしつ通信

 ２６　お知らせ

 ３０　議会だより

 ４０　ＮＨＫのど自慢

主
な
概
要
と
用
語
解
説

 
【
依
存
財
源
】 

国
が
自
治
体
に
交
付
す
る

地
方
交
付
税
や
、
国
・
県
な
ど
か
ら
の

補
助
金
な
ど
で
す
。

 
【
自
主
財
源
】 

町
税
や
町
の
施
設
使
用

料
、
手
数
料
な
ど
、
町
が
自
ら
徴
収
で

き
る
財
源
で
す
。

 
【
地
方
交
付
税
】 

国
が
徴
収
す
る
税
金
の

中
か
ら
、
町
の
財
政
力
に
応
じ
て
交
付

さ
れ
る
お
金
で
す
。
前
年
比
６
千
４
６

４
万
円
余
り
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

 
【
国
・
県
支
出
金
】 

市
町
村
が
行
う
事
業

に
対
し
て
、
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
で
す
。
選
挙
委
託
金
等
の
増
に
よ

り
、
前
年
比
４
億
４
千　

万
円
余
り
の

６４

増
に
な
り
ま
し
た
。

 
【
町
債
】 

建
設
事
業
等
を
行
う
た
め
に
国

な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
で
す
。
公
営
住

宅
整
備
事
業
等
の
減
に
よ
り
、
前
年
比

７
千
１
３
０
万
円
余
り
の
減
に
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
議
会
定
例
会
で
、
平

成　

年
度
一
般
会
計
お
よ

１９
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会

１９

計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１

０
１
億

千
５
６
０
万
円

に
対
し
、
歳
出
総
額　

億
８

９９

９
６
万
円
。
実
質
収
支
で

億
１
千
９
８
７
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か

ら
の
交
付
金
な
ど
が
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
主

な
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

一般会計歳入　 101億4， 560万円

繰入金 １億９,６６９万円 （１.９％）

その他収入 ４億３,７６２万円 （４.３％）

譲与税・交付金
　 ４億４,０１３万円 （４.３％）

使用料及び手数料
１億１,０６２万円 （１.１％）

分担金及び負担金
９,８３１万円 （１.０％）

内訳
　町民税　　 ５億６,６７２万円
　固定資産税 ７億７,４３１万円
　軽自動車税 　　４,５８７万円
　たばこ税　 １億　 ９００万円

地方交付税
５０億１,４３３万円 （４９.４％）

町債
１０億２００万円
（９.９％）

国・県支出金
１３億５,０００万円
（１３.３％）町税

１４億９,５９０万円
（１４.８％）

依存財源
７８億６４６万円（７６.９％）

自主財源
２３億３,９１４万円（２３.１％）

町民　人あたりが納めた税金　 69， 178円1
※町税（１４億９,５９０万円） ÷平成２０年３月末人口（２１,６２４人）
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【
町
税
】 

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

税
金
で
す
。
税
源
移
譲
に
伴
い
町
民
税

が
増
に
な
り
、
全
体
で
５
千
９
９
８
万

円
余
り
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

 
【
目
的
別
分
類
】 

自
治
体
が
行
う
事
業
を

目
的
別
に
分
類
す
る
も
の
で
す
。

 
【
性
質
別
分
類
】 

自
治
体
の
経
費
を
性
質

別
に
分
類
す
る
も
の
で
す
。

 
【
公
債
費
】 

町
が
借
入
れ
た
お
金
を
返
還

す
る
お
金
で
す
。
任
意
の
繰
上
償
還
を

１
億
１
千
８
４
７
万
円
余
り
行
い
ま
し

た
が
、
前
年
比
３
千
９
３
７
万
円
余
り

の
減
に
な
り
ま
し
た
。

 
【
民
生
費
】 

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る

福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費
で

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
開
発

等
に
よ
り
、
前
年
比
８
千
３
９
２
万
円

余
り
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

 
【
総
務
費
】 

庁
舎
の
管
理
、
戸
籍
、
選
挙

な
ど
、
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
の
経
費

で
す
。
戸
籍
電
算
化
整
備
業
務
の
実
施

等
に
よ
り
、
前
年
比
６
千
１
６
０
万
円

余
り
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

 
【
教
育
費
】 

小
・
中
学
校
の
教
育
施
設
や

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
経
費

で
す
。
ふ
る
さ
と
運
動
公
園
整
備
事
業

費
等
の
減
に
よ
り
、
前
年
比
１
億
１
千

１
０
８
万
円
余
り
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

 
【
特
別
会
計
】 

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め

に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
し
て
経
費
を

管
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

歳出歳入会計名

２１９,５８２ 
（△２.７）

２１９, ５８３ 
（△２.７）

学校給食センター特別会
計

７２,８２９ 
（△０.６）

７２,８５５ 
（△０.６）

農林漁業体験実習館事業
特別会計

５,１２１ 
（△６４.４）

６,５２０ 
（△５５.０）

ボートピア交付金事業特
別会計

２,９２４,４４３ 
（９.２）

２,９２５,３０４ 
（９.２）

国民健康保険特別会計

２,３３７,４２４ 
（△２.５）

２,３３７,５５９ 
（△２.６）

老人保健特別会計

１,９２７,１６１ 
（６.３）

１,９８９,１７０ 
（５.８）

介護保険特別会計

９,６１９ 
（４４.１）

１３,０９８ 
（７１.９）

介護サービス事業特別会
計

９６３,３３７ 
（３.４）

９９５,９９２ 
（０.７）

国民健康保険名川病院事
業会計

２７８,４７６ 
（３０３.１）

２７９,１７５ 
（３０２.５）

公共下水道事業特別会計

８７９,０４１ 
（△１.５）

８８０,８７９ 
（△１.４）

農業集落排水事業特別会
計

 １,１１３ 
（△７９.４）

１,１１４ 
（△７９.４）

簡易水道事業特別会計

３,１３３,７５１ 
（１６.３）

３,１６５,９７９ 
（１７.０）

町営地方卸売市場特別会
計

９  
（△９７.７）

１１ 
（△９７.２）

工業団地造成事業特別会
計

３８０,５８７ 
（△０.５）

３８２,９６７ 
（△１.３）

介護老人保健施設特別会
計

１,１５７ 
（△２４.６）

３３,９３９ 
（２.９）

大字上名久井財産区特別
会計

２,３１４ 
（４７.１）

３,０５３ 
（△３３.９）

大字平財産区特別会計

２,７００ 
（△３５.５）

２１,２０４ 
（△８.８）

大字平字下平外１４字財産
区特別会計

４,３５４ 
（△１９.４）

４１,１８０ 
（△６.８）

大字下名久井字田端外 １７
字財産区特別会計

３１２ 
（６.１）

１,１８５ 
（６.０）

大平財産区特別会計

平成１９年度特別会計の決算額および前年比

（単位／千円、％）

平成１９年度一般会計決算

目的別

性質別

一般会計歳出　 99億896万円

その他
５億８,６００万円
（５.９％）

消防費 ４億９１７万円 （４.１％）

農林水産業費
　４億７,４４５万円 （４.８％）

衛生費
９億７,６０２万円
（９.８％）

教育費
１０億６,２７８万円
（１０.７％）

総務費
１７億２５４万円
（１７.２％）

民生費
２０億３,８９５万円
（２０.６％）

公債費
２０億４,６１０万円
（２０.７％）

町民1人あたりに使われた金額　458， 239円
※歳出額（９９億８９６万円）÷平成２０年３月末人口（２１,６２４人）

その他 ３億８,７５５万円 （３.９％）

積立金
　２億２,０５７万円 （２.２％）

操出金
１１億１,８１８万円
（１１.３％）

普通建設事業費
９億３,９６４万円
（９.５％）

人件費
２０億７,３８７万円
（２０.９％）

公債費
２０億４,６１０万円
（２０.７％）

物件費
１０億４,３１８万円 （１０.５％）

補助費等
１５億１,４２１万円
（１５.３％）

扶助費
５億６,５６６万円 （５.７％）

土木費
　６億１,２９５万円
　（６.２％）
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　このように南部さんの家庭では、家

族で稼いだお金（町税・使用料等）だ

けでは支出のすべてをまかなうことが

できないため、親からの援助（地方交

付税等）や借金（町債）がどうしても

必要な状態です。

　収入は今後も減っていくことが予想

されるため、自家用車購入（建設事業

費）やローン返済（公債費）を増やさ

ず、食費（人件費）などを節約しなが

ら支出を抑えていくことが必要です。

南部さん 家 の家計簿
ち

南部町の一般会計決算を

２,０００分の１にして

家計簿に例えてみました

【歳入】

 給与収入（町税）　　　　　　　　　　　　　　　　    ７４７,９５０

 パート収入（使用料、負担金等）　　　　　　　　　    ２４１,３４０

 親からの援助（地方交付税、国・県支出金等）　　     ３,４０２,２３０

 貯金取崩し（繰入金）　　　　　　　　　　　　　 　　９８,３４５

 借金（町債）　　　　　　　　　　　　　　　　　    　５０１,０００

 繰越金（繰越金）　　　　　　　　　　　　　　　　  　８１,９３５

 合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ５,０７２,８００

【歳出】

 食費（人件費）　　　 　　　　    １,０３６,９３８

 医療費（扶助費）　　　 　　　　   ２８２,８２９

 水道光熱費（物件費）　 　　　　   ５２１,５９０

 仕送り（操出金）　　　 　　　　   ５５９,０９１

 学費、税金、保険料等（補助金等）  ７５７,１０５

 住宅ローン返済（公債費）　 　    １,０２３,０５２

 自家用車購入（建設事業費） 　    　４６９,８１９

 貯金（積立金）　　　 　　　　　    １１０,２８６

 その他（その他）　 　　　　　    　１９３,７７４

 合　計　　　　　　  　　　　   　４,９５４,４８４

町の借入金の残高状況 財
政
指
標
町
の
決
算
に
加
え
、
財
政
分
析
の

参
考
に
な
る
財
政
指
標
の
一
部
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　歳入から歳出を差し引いた

差額から、翌年度に繰越すべ

き一般財源を控除した額（実

績収支）の標準財政規模に対

する割合です。３％～５％が

妥当とされています。

　返済が２年以上にわたる借

入金を地方債といいます。借

入金の残高は、町が発行する

地方債（借金）の年度末時点

における未償還元金の残高合

計額です。

　特定の事業を行ったり財源

が不足したときに使う基金に

は、財源不足を補うための財

政調整基金や地方債の返済を

計画的に行うための減債基金

等があります。

実質収支比率町の基金残高状況

１８年度 １９年度

１％

３％

２％

３.２％ ３.３％

１８年度

２２,７２９,７５２

１９年度

２２,１９８,９２４
単位／千円

一般会計

１８,７７５,６４２

特別会計

３,９５４,１１０

一般会計

１８,０５１,１２３

特別会計

４,１４７,８０１

１８年度

１,９７７,００８

１９年度

２,１１５,１７８
単位／千円

その他基金

５３１,８３１

財政調整基金

６４７,１８０ 　

その他基金

６４２,９９８

財政調整基金

５７２,５９３ 　

減債基金

７９７,９９７

減債基金

８９９,５８７

広報なんぶちょう　11月号5

　平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（健全化法）が成立しました。

　これは、財政悪化が進む地方公共団体の財政破たん（倒産）を未然に防ぐため、毎年財政状況をチェックし、

早期に財政の健全化に取り組める

ようにするためのものです。健全

化法に基づき、町の財政状況を判

断する健全化判断比率および公営

企業の資金不足比率を算定し、町

民の皆さんに公表いたします。

平成１９年度一般会計決算

南部町の平成１９年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は、上記の
とおりすべて健全段階にあります。

財政再生基準早期健全化基準南部町健全化判断比率区　　分

２０.００％１４.１２％－　実質赤字比率　　

４０.００％１９.１２％－　連結実質赤字比率

３５.００％２５.００％２１.３％実質公債費比率　

３５０.００％１６３.２％将来負担比率　　

平成１９年度決算に基づく健全化判断比率

※資金不足がない場合は「－」で表示しています。

経営健全化基準南部町の資金不足比率区　　分

２０.０％－　国民健康保険名川病院事業会計

２０.０％－　公共下水道事業特別会計　　　

２０.０％－　農業集落排水事業特別会計　　

２０.０％－　簡易水道事業特別会計　　　　

２０.０％－　町営地方卸売市場特別会計　　

２０.０％－　工業団地造成事業特別会計　　

【実質赤字比率】 普通会計でどれく
らい赤字があるかの比率です。
【連結実質赤字比率】 町全体でどれ
くらい赤字があるかの比率です。
【実質公債費比率】 借金の返済に支
払っている額の比率です。
【将来負担比率】 将来どれくらいの
負担が見込まれるかの比率です。
【資金不足比率】 事業規模に対し
て、どれくらい資金不足があるか
の比率です。

チェックしよう、町の比率

平成１９年度決算に基づく資金不足比率

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、 黒字で赤字比率が生じていないため「－」で表示しています。

健全化判断比率の公表

経常収支比率 財政力指数

　通常必要とする支出額に対し、標準的に収入される町

税などの割合で、数値が大きいほど財政的に余裕がある

ことを示す指数です。

　町税や交付税などの経常的一般財源収入に人件費など

の経常経費がどの程度占めているかを測定する比率で、

財政構造の弾力性を判断する指標です。８０％以下が健全

とされています。 ※類似団体とは、人口や産業構造等により全国の市町村を３５のグルー

プに分類した結果、南部町と同じグループになった市町村です。な

お、類似団体の平成１９年度の数値は、現時点で公表されていません。※類似団体の平成１９年度の数値は、現時点で公表されていません。

南部町財政力指数

（０.２９）

１９年度１８年度

類似団体内最小値（０.１９）

南部町財政力指数（０.２８）

類似団体内平均値（０.３９）

類似団体内最大値（０.６３）

０.２０

０.３０

０.４０

０.５０

０.６０

南部町経常収支

比率（９１.７％）

１９年度１８年度

類似団体内最小値（９９.７％）

南部町経常収支比率（９０.０％）

類似団体内平均値（９２.４％）

類似団体内最大値（８５.６％）

１００％

９５％

９０％

８５％
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　９月下旬、事故米を原料とする米でんぷんを使用

した可能性のある卵製品が、町の小・中学校や病院な

どに納入されたとのマスコミ報道がありました。町の

施設について納入業者を通じて事実確認を行い、次

のとおり判明しましたのでお知らせいたします。
　
①町内のすべての保育園および児童館の給食では、

事故米穀の混入の可能性がある卵製品を使用して

いません。
　
②名川および福地学校給食センターでは、事故米穀

の混入の可能性がある卵製品を取り扱っていない

ため、名川・福地地区の小・中学校および幼稚園

の給食には使用していません。
　
③南部学校給食センターでは、事故米穀の混入の可

能性がある卵製品を、南部地区の２つの小学校で

平成１６年９月および１０月に提供しましたが、その

製品には事故米を原料とする米でんぷんを使用し

ていないことが確認されました。なお、問題の卵

製品は南部地区の幼稚園および中学校の給食には

提供していません。
　
④名川病院では、事故米穀の混入の可能性がある卵

製品を平成１５年から１８年まで毎年１２月３１日の夕食

に提供していました。平成１５・１６・１８年に提供し

たものに事故米穀混入はありませんでしたが、平

成２０年９月２９日付の農林水産省による調査の結

果、流通業者等の資料不足から平成１７年１２月３１日

の夕食に提供したものへの混入の可能性を完全に

排除することの確認ができないとの連絡を受けま

した。
　
⑤老健なんぶでも名川病院と同様の卵製品を、平成

１６年から平成２０年の毎年１月１日の朝食に提供し

ていました。平成１６・１７・１９・２０年に提供したも

のに事故米穀混入はありませんでしたが、名川病

院と同じ理由により、平成１８年１月１日の朝食に

提供したものへの混入の可能性を完全に排除する

ことの確認ができないとの連絡を受けました。
　
　今回の事故米穀は、健康への影響は低いとのこと

であり、町の給食の提供を受けた人の健康被害はあ

りません。町は、今後も使用食材等について食材納

入時のチェック体制の強化など、より一層の食の安

全管理に努めますので、皆さまのご理解とご協力を

お願いいたします。

町施設の給食を確認しました
事故米給食について

事故米被害

佐々木さんが高齢者叙勲を受章
地域社会の発展に大きく貢献

高齢者叙勲

　福地地区埖渡在住の佐々木 伊  志  雄 さんが、
い し お

旭日単光章を受章しました。

　佐々木さんは昭和３４年の福地村議会議員

に初当選以来、５期２０年にわたって優れた

先見性と行動力を遺憾なく発揮。昭和５８年

には議会議長に就任し、円滑な議会運営に

努めるなど、長年にわたって村政の発展と

住民の福祉向上、農業をはじめとする各産

業の振興など、地域社会発展に大きく貢献

した功績が認められたものです。おめでと

うございました。

町のニュースをお伝えします

佐々木さんは「受

章の連絡にはとて

も驚きましたが、

今はうれしく思い

ます」と話してい

ました

ゼネラル・レクラーク、空を飛ぶ
町特産の高級洋ナシが機内食に

特産果実

　とろけるような食感と上質な味わい、独特

の香りが人気で、高級フルーツ店からも高い

評価をいただいている町特産の洋ナシ「ゼネ

ラル・レクラーク」が、日本航空（ＪＡＬ）

の機内食として提供されています。

　ゼネラル・レクラークは、成田−ホノルル

線のファーストクラスにデザートとして提

供されているもので、期間は１１月１日から

３０日までの１カ月です。ＪＡまべちゼネラ

ル・レクラーク部会の泉山茂会長は「町のブ

ランドが認められたことをうれしく思いま

す」と話していました。
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　町は、男女共同参画社会の実現に向けて、町

施策の方向と推進のための方策を明らかにする

ことを目的に、男女共同参画社会基本計画の策

定に着手しました。

　９月２６日には、同計画の素案について議論を

重ねる第１回目の策定検討会が開かれ、工藤町

長が「計画は広範囲にわたるが、それぞれの立

場や考え方で、いい計画を策定してください」

と激励しました。

　計画は、課長補佐級の職員３３人で構成される

策定検討会委員で素案について検討を重ね、そ

の後は同計画策定庁内本部会議を経て来年３月

の完成を目指します。

音楽の秋

　１０月１日、教育委員会では南部町音楽会を名

川町民ホール「 楽  楽 ホール」で開きました。
ら ら

　町内４校の中学１年生のほか町民など約３００

人が出席した音楽会では、国内外で活躍するピ

アニストの森 知  英 さんとマリンバ奏者の 安  江 佐
ち え やす え

和子さんによる演奏が、出席者の心を引きつけ

ていました。

　また、名川朗鶯会とコーラス・スターダスト

の皆さんが、森さんのピアノ伴奏にあわせ童謡

などを発表し、出席者は音楽の秋を満喫してい

ました。

南部町音楽会
芸術の秋に酔いしれる

森さんのピアノと安江さんのマリンバ演奏に
会場の誰もが心を奪われていました

好評な降ひょうリンゴ
農家の元気を取り戻す

　達者村農業観光振興会（小沢田晃会長）は、

９月２０日に八戸市内の三春屋前でリンゴ・ナシ・

ブドウの即売会を行いました。

　これは、ひょうや霜の被害を受けたリンゴ販

売に加え、旬のナシやブドウを販売し、町のフ

ルーツ狩りをＰＲしようと同振興会が開いたも

ので、通行人やテントを訪れた人達は、試食で味

を確かめながら買い求めていました。

　小沢田会長は「ひょうで傷ついたリンゴの愛

称“ひょう太くん”が浸透しているため、お客

さんは多少の傷でもリンゴの味が落ちないこと

を理解している。被害を受けた当初は販売が心

配されていたが、農家の人の元気につながるこ

とでしょう」と話していました。

販売活動

会員は詰めかけた大勢の客の対応に追われていました

TOWN  NEWSタウンニュース

男女共同参画社会基本計画
来年３月の完成を目指す

計画の期間は平成２１年度から１０年間の予定です

　農林水産省の消費安全局消費安全政策課に勤

務している熊田 洋  高 さんが農村派遣研修のため
ひろ たか

当町を訪れ、９月１６日から１０月１５日までの１カ

月間、小沢田晃さん（名川地区高瀬）宅に宿泊

しながら農作業を体験しました。

　霞が関では、世界中の食の安全に関する情報

収集・発信を行っている熊田さん。研修中はマ

スコミの報道や農家の人達との話しによって、

国民の食の安全に対する関心が高いことを肌で

感じ取った様子でした。

農業研修

農水省の熊田さんが農業研修
食の安全に対する関心の高さを感じ取る

計画策定

農作業の大変さが分かりましたと話す熊田さん
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　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者な

どが一同に会し、新年を祝うとともに町発展に

向けた懇談を行います。

■日時　平成２１年１月６日□火 　１１時～１４時
■場所　名川町民ホール「 楽  楽 ホール」および

ら ら

名川中学校体育館

■会費　１人２,０００円

■申込み期限　１２月１９日□金 
■申込み　総務課（本庁舎）または名川・南部

分庁舎にお申込みください。

■問合せ先　総務課 ☎０１７８・８４・２１１１

南部町新年互礼会を開催します
新年のごあいさつを

健診をお忘れなく
家族の幸せは、あなたの健康から

　今年度の集団健診は下記日程が最後になりま

すので、忘れずに受診しましょう。

　なお、集団健診を受診できなかった人は名川

病院で受診することができますので、希望する

人は健康福祉課へご連絡ください。

■特定健診・各種がん検診等

△

期日　１１月６日□木 、７日□金 

△

会場　ふれあい交流プラザ

△

内容　特定健診等、肺がん・結核、胃がん、

　大腸がん、前立腺がんの各検診

■婦人検診

△

期日　１１月２５日□火 、２６日□水 

△

会場　総合保健福祉センター「ゆとりあ」

△

内容　子宮がん・乳がん検診

■問合せ先　健康福祉課 ☎０１７８・７６・２１１１

　国土交通省では、１２月１日に「平成２０年住生

活総合調査」を行います。

　５年ごとに行われるこの調査は、住生活に関

する実態や居住者の意向・満足度を調査し、住

生活の安定・向上に係る総合的な施策に必要な

基礎資料とするためのものです。

　対象となる世帯には１１月２４日から１２月７日の

間に、統計調査員証を持った調査員が訪問しま

すので、ご協力をお願いいたします。

■問合せ先　建設課 ☎０１７９・３４・２１１１

住生活総合調査にご協力を
５年に一度の総合調査

なごやかな雰囲気のなか
楽しみながら作品をつくります

ペーパークラフト講習会
世界に一つだけのオリジナル作品

新年互礼会

講習会案内

健診案内

調査協力依頼

町の情報をお伝えします

　幅７ ㍉ の特製紙テープを編み込み、 ペーパー

クラフトバッグを作ります。

■期日　１１月１８日□火 
■時間　９時～１５時

■場所　チェリウス

■講師　草木染工房｢むりくり｣代表・工藤久子氏

■定員　１５人（先着順）

■受講料　３,５００円（昼食付）

■持参するもの　洗濯ばさみ２０個、おしぼり、ハ

サミ

■申込み期限　１１月１６日□日 
■申込み・問合せ先　チェリウス

☎０１７８・７６・１００１
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■期日　１１月８日□土 、９日□日 
■時間　１０時～１６時

■会場　スパークながわ

■内容　贈答用からお手頃価格のリンゴ販売／

野菜等の販売／演奏会等のイベント／飲食店

コーナー

■問合せ先　農林課 ☎０１７８・７６・２１１１

ながわ産業まつりを開催します
新鮮な果物と野菜がいっぱい

町営住宅入居者を募集します
申込みは１１月１８日□火 正午まで

産業まつり入居者募集

■期日　１１月３０日□日 
■時間　９時～１５時

■会場　南部町営地方卸売市場および南部町民

体育館前

■内容　贈答用からお手頃価格のリンゴ販売／

ナシ・野菜の販売／お楽しみ抽選会やプレゼ

ントコーナーなど

■問合せ先　農林課 ☎０１７８・７６・２１１１

なんぶりんご市を開催します
このチャンスをお見逃しなく

りんご市

TOWN  INFORMATIONタウンインフォメーション

・３戸募集（木造平屋建／２Ｋ

／トイレ付）

・家賃は３,１００～５,２００円

佐野平団地

南部地区大向

・２戸募集（木造平屋建／２Ｋ

／トイレ付）

・家賃は３,９００～７,５００円

湧口団地

南部地区大向

・１戸募集（簡易耐火２階建／

３ＤＫ／トイレ付）

・家賃は１６,２００～２６,８００円

牧野平団地

南部地区大向

・１戸募集（木造平屋建／３Ｋ

／トイレ付）

・家賃は４,７００～７,９００円

五日市団地

名川地区下名久井

・１戸募集（木造２階建／３Ｄ

Ｋ／バス・水洗トイレ付）

・家賃は２２,３００～３６,９００円

森越団地

名川地区森越

・１戸募集（木造２階建／３Ｌ

ＤＫ／バス・水洗トイレ付）

・家賃は１９,４００～３２,１００円

滝田団地

福地地区福田

・１戸募集（木造平屋建／２Ｄ

Ｋ／バス・水洗トイレ付）

・家賃は１９,１００～３１,７００円

第２苫米地

駅前団地

福地地区苫米地

※家賃は、所得に応じて決定します。

■入居募集住宅（前日に現地説明会があります）

■入居資格　同居または同居しようとする親族

がある／入居者と同居者の合計所得が月額２０

万円以下／住宅に困窮していることが明らか

／税金を滞納していない／連帯保証人２人以

上の届出ができる
　

■申込み　町営住宅入居申込書に必要事項を記

入のうえ、１１月１８日□火 正午までに建設課（南部
分庁舎）または本庁舎・名川分庁舎に、本人

か同居者が提出してください。入居希望が複

数あったときは、書類選考および抽選（１１月２５

日予定）となります。
　

■必要書類　町営住宅入居申込書／入居者およ

び同居者の所得課税証明書と源泉徴収票また

は確定申告書の写し／入居者および同居者の

納税証明書／住民票の写し／賃貸住宅に住ん

でいる人は契約書の写し／結婚予定者は婚約

証明書
　　

■問合せ先　建設課 ☎０１７９・３４・２１１１
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典
で
は
工
藤
町
長
が
「
こ
れ
か
ら

　
　
　

は
長
寿
を
喜
ぶ
社
会
。
皆
さ
ま
の

福
祉
、
健
康
、
幸
せ
の
た
め
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
と
も
に　
８８

歳
を
迎
え
た
夫
婦
へ
の
県
知
事
顕
彰
の
伝

達
、　

歳
を
迎
え
た
人
へ
町
長
顕
彰
が
贈

９０

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
て
南
部
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
伊
藤 
栄 
会
長
が「
こ

さ
か
え

れ
か
ら
も
健
康
維
持
に
努
め
、
毎
日
明
る

く
過
ご
し
ま
す
。
今
日
は
友
人
や
仲
間
と

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
町

内
の
園
児
が
ス
テ
ー
ジ
で
踊
り
を
披
露
し

て
長
寿
を
祝
福
。
大
き
な
声
で
「
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

　１０月１１日、チェリリン村芝生コースを会場に、第１回

南部町グラウンドゴルフ大会が開かれました。大会には

町内から１４チームが参加し、選手達が日ごろの練習の成

果を発揮しながら楽しくプレー。団体戦で行われた大会

では剣虎Ｂチームがうれしい初優勝を飾ったほか、２位

 ９０歳を迎えた人に工藤町長から
顕彰状が贈られました

初代チャンピオンに剣虎Ｂチーム

３,６９４人の長寿と健康を祝福
平成２０年度南部町敬老会

優勝に喜ぶ門前チーム

　８月下旬から９月上旬にかけて、壮年ソフトボール大

会が行われました。予選を勝ち上がった４チームによる

決勝トーナメントでは、昨年の覇者・下名久井チームと

門前チームが決勝に進出。決勝戦では門前チームが２２対

１１と打撃戦を制し、優勝杯を手にしました。

スラプ題話のちま

おう、とびっきりの笑顔で。笑笑

打撃戦を制し、門前チームが優勝

　９月２５日、南部町民体育館を会場に 「南部町敬老会」 が開かれ、対象

者３,６９４人のうち約８６０人が参加して、お互いの長寿を喜び合いました。

話話そう、友といつまでも。

式

にあかねＢチー

ム、３位に相内

チームが入賞し

ました。

初代チャンピ
オンの剣虎Ｂ
チーム
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晴天に恵まれ、芝生でそばを楽しむ親子もみられました

　そばの里「けやぐ」を運営する「ながわ 百笑苦楽部 
ひゃくしょうくらぶ

（坂上愛子会長）」では、恒例の新そばまつりを１０月１８・

 １９日に行い、会場は新そばを求める来場者で賑わいまし

た。

　今年で７回目を迎える同まつり。会場を訪れた人は新

そばの風味を堪能したほか、屋外テントで販売される青

森シャモロックやきとりや地元の新鮮な野菜を買い求め

るなど、両日とも賑わいをみせていました。

　 留 
とど

 目  克  自 さん（南部地区大向）が、９月１１日に東北町
め かつ じ

で行われた「青森県親善グラウンドゴルフ東北町大会」

で初優勝を飾りました。

　３度のホールインワンや５０㍍のロングショットを２度

決めるなど、安定したプレーで予選を突破した留目さん

新そばを求め賑わう会場 うれしい初優勝を今後の励みに

　
　
　

２
回
と
な
る
運
動
会
に
は
町

　
　
　

内
全
地
域
か
ら　

チ
ー
ム
約

１８

２
千
１
０
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、

　

種
目
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

１４
　

運
動
会
は
１
種
目
め
か
ら
１
位
を

獲
得
し
た
杉
沢
チ
ー
ム
が
、　

種
目

１４

の
う
ち
７
種
目
で
１
位
に
な
る
な

ど
、
他
チ
ー
ム
に
１
位
の
座
を
明
け

渡
す
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
っ

て
、
う
れ
し
い
初
優
勝
。

　

昨
年
優
勝
し
た
あ
か
ね
チ
ー
ム

は
、
中
盤
に
２
位
へ
浮
上
。
１
位
の

杉
沢
チ
ー
ム
と
最
大　

点
差
あ
っ
た

２２

得
点
を
、
じ
わ
じ
わ
と
縮
め
ま
し
た

が
、　

点
差
に
詰
め
寄
っ
た
と
こ
ろ

１４

で
競
技
終
了
。
惜
し
く
も
２
位
で
し

た
。
ま
た
、
中
盤
か
ら
激
し
い
３
位

争
い
を
展
開
し
て
い
た
剣
虎
チ
ー
ム

と
大
向
チ
ー
ム
で
す
が
、
終
盤
に
剣

虎
チ
ー
ム
を
と
ら
え
た
大
向
チ
ー
ム

が
最
終
的
に
７
点
差
を
つ
け
、
昨
年

と
同
じ
３
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

　

優
勝
し
た
杉
沢
チ
ー
ム
は
「
打
倒

あ
か
ね
」
を
胸
に
、
昨
年
成
績
の
悪

か
っ
た
種
目
を
中
心
に
毎
晩
練
習
に

励
ん
だ
そ
う
で
す
。
同
チ
ー
ム
の 
三 
さ
え

 
枝  
玄 
W
団
長
は
「
優
勝
は
チ
ー
ム
が

ぐ
さ 
つ
ね

一
丸
に
な
り
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
た
結
果
。
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
来
年
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
」
と
連
覇
へ
の
意
欲
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

圧勝、  杉沢チーム。
練習は嘘をつかない。

繋 ロングショットはお手のもの（ゲートボールリ
レー）　罫 心一つに二人三脚（メドレーリレー）　茎 焦
らず慌てず、でも急いで（酒買いレース）　荊 手に汗握
る大熱戦（綱引き）　蛍 手を離さずにフープをリレー
（みんなの輪）

は、各ブロック代表者

３人でのプレーオフに

臨み、見事に優勝。留

目さんは「６００人のギャ

ラリーが見守るプレー

オフはとても緊張しま

した。初優勝はとても

うれしく、今後の励み

になります」と笑顔で

話していました。

優勝旗を手に喜びの留目さん

　強い、強すぎる―。

　９月２８日に南部中学校グラウンドで開催さ

れた町民運動会は、杉沢チームの圧勝で幕を

閉じました。

第２回南部町民運動会

第よ
し

さか うえ

1 2 43 5
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達
者
村
づ
く
り
委
員
会
が
主

催
す
る
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、町

内
各
地
域
か
ら
両
部
門
合
わ
せ

て　

団
体
の
応
募
が
あ
り
ま
し

１８
た
。８
月
３
日
の
一
次
審
査
に
続

い
て
行
わ
れ
た
二
次
審
査
で
は
、

　

人
の
審
査
員
が
応
募
の
あ
っ

１０た
す
べ
て
の
地
域
を
訪
れ
、全
体

的
調
和
や
配
色
、花
の
使
い
方
な

ど
を
審
査
。工
夫
の
凝
ら
さ
れ
た

花
壇
に
真
剣
な
表
情
で
採
点
し

て
い
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
を
務
め
た
小
沢

田
晃
さ
ん
は
「
ど
の
花
壇
も
昨
年

よ
り
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
。

地
域
を
き
れ
い
に
彩
る
花
壇
が

増
え
、全
地
域
か
ら
応
募
が
あ
れ

ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
部
門
は
最
優
秀

賞
だ
け
の
受
賞
で
す
が
、花
壇
部

門
の
優
秀
賞
は
森
越
町
内
会
老

人
ク
ラ
ブ
、
優
良
賞
は
高
橋
婦

人
会
、努
力
賞
は
水
上
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
と
虎
渡
老
人
ク
ラ
ブ
が

受
賞
し
て
い
ま
す
。各
入
賞
団
体

の
表
彰
は
、　

月
８
日
に
開
か

１１

れ
る
南
部
町
な
が
わ
産
業
ま
つ

り
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

花壇づくりは地域づくり
第２回達者村花壇コンクール入賞団体が決まる

　９月２９日に第２回達者村花壇コンクールの二次審

査が行われ、花壇部門は 上  中  町 町内会、プランター部
かみ なか まち

門は東あかねゴールドスタークラブが、それぞれ最優

秀賞に選ばれました。

　昨年は優良賞でしたので、今年は一つ上の優秀
賞を目指そうとみんなで取り組みました。
　今年の花壇は、さまざまな花を使って名久井岳
や馬淵川、サクランボ、にんにく、菊をデザイン
したもの。最優秀賞受賞の通知に、花壇をデザイ
ンしてくれた出町博之さんをはじめ会員みんな

上中町町内会

代表　橋 本  頌   子  さん
しょう こ

花壇で
町の特産をデザイン
花壇部門 最優秀賞

　最優秀賞受賞には、とても驚きました。わたし
たちのフラワーポットは、15年ほど前から住環
境美化のために始めたものです。75個のフラ
ワーポットは500㍍ もある道路の両側にあるた
め、水かけなど苦労もありますが、道路を通る人

東あかねゴールドスタークラブ

副会長　 苅   田   利   男  さん
かり た とし お

きれいと言われると
苦労も忘れる
プランター部門 最優秀賞

　

９
月　

日
に
東
京
都
大
手

20

町
で
開
か
れ
た
「
ふ
る
さ
と

回
帰
フ
ェ
ア
2
0
0
8
・
自

治
体
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
町

職
員
が
参
加
し
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
田
舎
暮
ら
し
を
希
望

す
る
人
に
向
け
て
、
達
者
村

の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
移
住
・
定

住
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

提
供
し
、
相
談
を
受
け
付
け

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
４
年
前

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
当
日
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
見
て
足
を
止
め
た
人
々

を
は
じ
め
、
達
者
村
特
派
員

の 
谷  
中 
ご
夫
妻
な
ど
、
多
く

や 

な
か

の
人
に
ブ
ー
ス
を
訪
問
い
た

だ
き
、
達
者
村
の
取
り
組
み

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

達
者
村
交
流
資
源
の

Ｐ
Ｒ
を
図
る

多くのお客様に
訪問いただきました

が喜んでい
ます。
　来年も最
優秀賞に選
ばれるよう
頑張りたい
と思います。

から「きれいですね」
と声をかけられると、
そんな苦労も忘れて
うれしく思います。
　いつまでもきれい
な道路だと思っても
らえるよう、活動を
続けていきたいと思
います。
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このコーナーでは、達者村づくり委員が町内の達者な人々を独自の視点で取材し、紹介していきます。

　

今
回
の
達
者
人
コ
ラ
ム
で
は
「
ボ
ケ
防
止
の
た
め
に
」
と
の
思
い
か
ら

始
め
た
カ
メ
ラ
に
の
め
り
込
み
、
心
に
残
る
美
し
い
一
枚
を
求
め
て
全
国

各
地
に
足
を
運
び
続
け
て
い
る
掛
端
秀
男
さ
ん
（　

歳
・
名
川
地
区
上
名

75

久
井
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

歳
で
定
年
を
迎
え
、
ボ
ケ
防

６０
止
の
た
め
の
趣
味
を
探
し
た
掛
端

さ
ん
は
、
ま
ず
「
山
歩
き
」
を
始

め
た
そ
う
で
す
が
「
た
だ
山
に

行
っ
て
歩
く
だ
け
で
は
物
足
り
な

い
」と
の
思
い
が
徐
々
に
高
ま
り
、

カ
メ
ラ
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

初
め
て
触
れ
る
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
に
、
始
め
の
頃
は
不
安
の
連
続

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
で
き

あ
が
っ
た
写
真
の
あ
ま
り
の
美
し

さ
に
覚
え
た
「
驚
き
と
感
動
」、
そ

し
て
、
新
た
に
生
ま
れ
た
「
仲
間

づ
く
り
の
楽
し
さ
」
が
、
掛
端
さ

ん
が
現
在
ま
で
カ
メ
ラ
を
続
け
る

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
素
材
か
ら
全
国
の
景
勝

地
ま
で
、
奥
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
得

な
が
ら
各
地
を
巡
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
現
地
で　

㌔
の
機
材
を

２０

背
負
っ
て
の
移
動
も
珍
し
く
な
い

こ
と
か
ら
、
健
康
に
は
常
に
気
を

使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
近
隣
の
カ
メ
ラ
愛
好

家
が
所
属
す
る
「
三
戸
シ
ャ
ッ

タ
ー
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
、
決

ま
っ
た
テ
ー
マ
に
よ
る
写
真
撮
影

や
情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
、
現
像

し
た
写
真
は
、
病
院
や
駅
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
内
に
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

取
材
中
に
拝
見
し
た
写
真
も
非

常
に
よ
く
撮
れ
た
も
の
ば
か
り
で

感
心
の
連
続
だ
っ
た
の
で
す
が
、

意
外
に
も
す
べ
て
に
満
足
が
出
来

る
写
真
は
、
こ
れ
ま
で
「
た
だ
の

一
度
も
」
撮
る
こ
と
は
で
き
て
い

な
い
と
の
こ
と
。
各
地
で
の
写
真

展
な
ど
で
他
の
人
の
写
真
を
見
る

た
び
に
、
そ
の
奥
深
さ
を
学
ば
せ

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

掛
端
さ
ん
に
は
「
達
者
な
心
」

で
こ
れ
か
ら
も
「
会
心
の
一
枚
」

を
追
い
続
け
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
そ
の
腕
前
を
生
か
し
て
町
内

外
の
人
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

これまで撮影した数々の写真を手に笑顔の掛端さん

掛端委員（左）による取材風景

取
材 
・ 
執
筆

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

 
掛 かけ　
 
端 　

愛　

子

は
た

　

達
者
村
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
連
絡
協

議
会
に
は
知
人
か
ら
の
誘
い
を

き
っ
か
け
に
入
会
し
た
の
で
す
が
、

正
直
な
と
こ
ろ
「
よ
そ
の
お
子
さ
ん

を
預
か
る
、
泊
め
る
」
こ
と
に
不
安

と
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
初
め
て
の
受
け
入
れ

で
、
不
安
と
抵
抗
は
消
え
去
り
ま

し
た
。
農
作
業
で
生
徒
達
は
、
笑

顔
で
楽
し
そ
う
に
、
時
に
は
笑
い

声
を
上
げ
て
作
業
を
し
て
い
た
の

で
す
。
つ
ら
く
な
い
の
か
聞
い
た

と
こ
ろ
「
太
陽
の
下
で
作
業
す
る

の
っ
て
楽
し
い
よ
。
そ
れ
に
ね
、
緑

い
っ
ぱ
い
で
気
持
ち
い
い
」
と
い
う

返
事
。
そ
の
言
葉
に
わ
た
し
も
う

れ
し
く
な
り
、
生
徒
と
一
緒
に
作

業
を
楽
し
み
ま
し
た
。
夜
も
、
生

徒
達
か
ら
わ
た
し
の
知
ら
な
い
こ

と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
す

ご
く
新
鮮
で
、
夜
通
し
で
話
を
し

て
い
た
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
一
緒
に
家
事
を
し

た
り
、
農
家
を
気
づ
か
っ
て
く
れ

た
り
と
、
逆
に
こ
ち
ら
が
感
動
す

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
で

は
、
生
徒
か
ら
の
年
賀
状
や
、
高

校
に
合
格
し
た
と
い
う
手
紙
が
届

き
、
う
れ
し
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
に
農
業
の
新
た
な
楽
し

み
を
教
え
て
く
れ
た
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
。
皆
さ
ん
も
受
け
入
れ
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

達者村ホームスティ
連絡協議会
会員募集

　達者村ホームスティ連
絡協議会では会員を募集
しています。条件は、農
業を営んでいること、交
流に関心があり子どもが
好きなことなどです。
　今年度は14校1,200人
余りの生徒を受け入れ、来
年度も５月下旬から受け
入れたいと考えています。
■問合せ先　達者村ホー
ムスティ連絡協議会事務
局・松 井（☎  0 1 78・76・29
85）または農村交流推進
課（☎ 0178・76・2310）

農
業
の
新
た
な
楽
し
み

佐
々
木  
充  

じ
ゅ
う 
澄  
さ
ん（
福
地
地
区
埖
渡
）

ち
ょ
う

生徒と農作業を楽しむ佐々木

さん（中央奥）
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　町内には豊かな自然が織り成す風景や町並み、田園風景など、心

癒される美しい景観ポイントが数多くあります。このうち、眺める

ことにより心が癒され、達者（健康）になれるような優れた景観ポ

イント１００カ所を「達者村百景」として選定しています。

　皆さまに広く周知し、町民の共有財産として内外に広く発信し、

守り、はぐくんでいくために、連載で紹介しています。
心癒される景観百選

20

町道上構・水沢線から
見た龍神タワーと名久
井岳
高さ33ｍの龍神タワーと、その奥にそびえ
る名久井岳が壮大な景色を織り成し、心
が癒されます。　  　 （名川地区上名久井）

 八  幡  大  杉 
はち まん おお すぎ

推定樹齢約820年といわれる町の天然 安芸（広島）の宮島の嚴島神社から市
杵島姫命（いちきしまひめのみこと）を
勧請し社殿を創建したと伝えられ、静
かな雰囲気に心が落ち着きます。

（福地地区福田）

 嚴  島 神社
いつく しま

　

達
者
村
認
証
産
品
は
、

達
者
（
安
全
・
安
心
・
健

康
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
達

者
村
（
南
部
町
）
自
慢
の

特
産
品
と
し
て
町
内
外
の

消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の

で
、
お
菓
子
や
農
産
加
工

品
、
手
工
芸
品
な
ど
、
現

在　

品
目
が
認
証
さ
れ
て

７７
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
広
く
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
認
証
産

品
を
連
載
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
名
川
中
央

特
産
品
研
究
会
の
漬
物
１

品
と
飲
み
物
２
品
で
す
。

豊後梅に氷砂糖と米酢をミッ
クスし、漬け込んで梅エキス
を染み出させました。

800円

梅サワー

No.22
達者村
認証産品

達者をキーワードに
認証された自慢の特産品

　丹精込めて栽培した南部町産の梅をふ

んだんに使い、独自製法で作りました。

他には出せない味を、ぜひ一度ご賞味く

ださい。

【主な販売場所】

名川チェリーセンター　緯0178・75・0166

独自手法で作った梅サワーに
シソのエキスを混ぜ合わせ、
鮮やかな色とシソの風味を加
えました。　　　　  1,000円

しそ入り梅こはく

割ったあんず（八助）をシソ
の葉で巻き、伝統的な手法で
漬け込みました。　　  500円

達者村認証産品をカラーで

紹介したパンフレットがあ

ります。町ホームページか

らＰＤＦファイルをダウン

ロードするか、農村交流推

進課（名川分庁舎）までご

連絡ください。

八助梅のしそ巻

記念物。本
三戸八幡宮
の参道に根
を張り、参
拝客を迎え
入れる姿に
心がなごみ
ます。
（南部地区
小向）

名
川
中
央
特
産
品
研
究
会

会
長　
 
掛   
端  
愛 
子 
さ
ん 

か
け 

は
た
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言葉にできない
子どもの悲鳴を
見ない、聞かない、も
虐待です。

11月は児童虐待防止推進月間

　身体的虐待、性的虐待、心理的
虐待、ネグレクト（家の中に閉じ
込めたり食事を与えないなど）の
虐待を受けたと思われる子どもを
見つけたときは、児童相談所や役
場に連絡してください。連絡した
人の秘密は法律で守られます。
■相談窓口および問合せ先

　子ども虐待ホットライン（八戸
児童相談所内 緯 0120・74・
6552）または健康福祉課（ 緯
 0178・76・2111）

子育てを応援
割引等の優待制度

あおもり子育て応援わくわく店

　クーポン券の呈示で、妊婦や
18歳未満の子連れ家庭に、割引
や特典のサービスを提供します。

　授乳室やおむつ交換スペースな
ど、妊婦や子育て家庭がお出かけ
しやすい環境に配慮したサービス
を提供します。

■問合せ先

　協賛店の申込みなどは県子ども
家庭支援センター（緯 017・722・
5175）、事業については県こども
みらい課（緯 017・734・9301）

親子で楽しむ
やさしいひととき

おはなし会

　ハートフルライブラリーの皆さ
んによる読み聞かせです。事前申
込みは必要ありませんが、未就学の
お子さんは保護者同伴でお越しく
ださい。
■期日　11月16日轄日 
■時間　10時〜10時30分
■場所　名川中学校図書室1階
■問合せ先　教育委員会社会教
育課（ぼたんの里内）
緯 0179・34・3117

検索わくわく店

個人情報保護のためホームページへの掲載は省略します。
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まちの話題

模型の車を走らせるため、精いっぱいうちわであおぐ生徒

あおげばエネルギー
杉沢中と名川中で新エネルギー教室

　町と資源エネルギー庁および東北経済産業局で

は、太陽光や風力など再生可能なエネルギー（新

エネルギー）の理解を深めてもらおうと、９月１７

日に杉沢中学校と名川中学校で「新エネルギー教

室」を行いました。

　八戸工業大学の岡本 隆  成 教授から、日本はエネ
たか なり

ルギーの９６％を外国から輸入していることや、温

暖化による地球への影響などによって新エネル

ギーが期待されていることをスライドで学んだ生

徒はその後、風車で蓄電したモーターを使い、模

型の車を走らせる実験に取り組みました。

　実験では、生徒一人一人がつくった３枚の羽を

モーターに取り付け、うちわであおいで蓄電。電

気をつくることの大変さを楽しみながら学んでい

ました。

きれいな歌声はきれいな町から
ほたるの会が清掃活動

　１０月１２日のＮＨＫのど自慢を前に、南部地区で

ごみ減量などに取り組んでいる「ほたるの会（鈴

木 小  枝  子 会長）」が、１０月４日に国道沿いのごみ拾
さ え こ

い活動を行いました。

　同会員のほか、全労災三八地区共済会南部支部

など約３０人が参加した活動では、ＮＨＫのど自慢

会場の南部町民体育館周辺および三戸町との境と

なる馬淵橋から名川チェリーセンターまでの約７

㌔の歩道のごみを、２時間以上かけて分別しなが

ら拾い集めました。

　活動を終えた鈴木会長は「会場を訪れる人達が

気持ちよく出場、観覧してくれればいいですね」

と満足した表情で話していました。

タバコの吸い殻や空き缶を分別しながら
ごみを拾っていました

無事故を祈ってジョギング
大向走友会の交通安全キャンペーンジョギング

　秋の全国交通安全運動に伴い、大向走友会（野

田敏夫会長）と三戸地区交通安全協会南部支部（工

藤 智  也 支部長）では、９月２３日に交通安全キャン
とし や

ペーンジョギングを行いました。

　午前７時に青い森鉄道「三戸駅」を目指して本

庁舎をスタートした大向走友会と町陸上競技協会

員の１１人は、途中で工藤町長や交通安全母の会と

合流。約３０人が「交通安全」と書かれたタスキや

旗で、沿道の人や車のドライバーに交通安全を呼

びかけました。

　ゴール後、野田会長は「事故のない明るいまち

づくりに貢献できるよう、今後も活動を続けてい

きたい」と爽やかな汗を浮かべながら話していま

した。

沿道の人に手を振りながら三戸駅を目指す参加者

個人情報保護のため　　

ホームページへの掲載は

省略します　　　　　　
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TOWN  TOPICS

本を読むことは旅をすること。想像という翼でいろいろ
な世界へ飛んでいけると話す講師の谷さん

平和の心を後世に
南部町戦没者追悼式

　南部町遺族会（佐々木和男会長）が主催する戦

没者追悼式が９月１７日に中央公民館で行われ、参

列者は戦没者の冥福を祈りました。

　約１２０人が参列した追悼式では、黙とうに続い

て佐々木会長が「わたしたち遺族は、恒久平和を

いつまでも継続するため努力することを誓いま

す。ふるさと南部町の発展を見守りください」と

追悼のことばを述べました。その後、参列者は祭

壇に献花しながら戦没者の冥福を祈り、平和への

誓いを新たにしていました。

８００年前に思いを馳せる
福地中生徒が聖寿寺館跡発掘調査現場を見学

　１０月３日、福地中学校（ 小  原  寛 校長）の１年生
お ばら ひろし

５２人が南部地区の 聖  寿  寺  館  跡 発掘調査現場を訪
しょう じゅ じ だて あと

れ、南部氏の歴史ロマンに触れました。

　見学会は、歴史の授業でこれから中世の勉強を

する１年生のために、地域の素材を使った学習を

しようと同校で企画したものです。

　町職員から、発掘された陶磁器などの遺物や遺

構について説明を受けた生徒は「ここにお城が

あったなんて信じられない」「茶碗や柱の穴が今で

も残っていてすごい」などと話し、当時に思いを

馳せていました。
春の田植えのときにプレートを付けており
自分の苗を確認しながら刈り取っていました

絵本はまるで美術館
読み聞かせ講習会

　町内３つの読み聞かせサークルで組織した「南

部町子ども読書活動推進実行委員会（舘松まき子

会長）」では、９月２６日にチェリウスで読み聞かせ

講習会を開きました。

　サークル会員や町民など約２０人が参加した研修

会では、お話と歌の「グループかぜ」代表の谷京子

さん（秋田県秋田市）を講師に迎え講演。谷さんは

「子どもは自分の世界で想像しながら絵本を見てい

るので、子どもの気持ちが途切れないよう、読む練

習やページをめくる練習が大事」と読みきかせのア

ドバイスをしていました。

収穫の喜びを体感
長坂下共同施行委員会主催「秋の収穫祭」

　剣吉地区の長坂下共同施行委員会（出町勝委員

長）では、剣吉小学校５年生を対象に秋の収穫祭

を行いました。

　２８人の児童は自分の植えた苗の成長に驚きなが

ら、同委員会の会員に教わったとおりノコ鎌で稲

を丁寧に刈り取っていました。

　児童は「楽しかった」「収穫した米を早く食べて

みたい」と話し、収穫の喜びを感じていました。

恒久平和を誓い追悼のことばを述べる佐々木会長

担当職員から遺構の説明を受ける生徒

個人情報保護のため　　

ホームページへの掲載は

省略します　　　　　　
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昨
年
、
２
つ
の
マ
ー
チ
ン
グ
全
国
大
会

に
出
場
し
、
最
高
賞
の
金
賞
お
よ
び
銀
賞

を
受
賞
し
た
名
久
井
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

部
。
今
年
も
予
選
会
と
な
る
県
大
会
へ
出

場
し
、
優
秀
賞
と
金
賞
を
受
賞
し
て
２
つ

の
東
北
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

９
月　

日
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ

２３

ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
青
森
県
大
会
。「
普

段
の
練
習
よ
り
上
手
に
演
奏
で
き
た
」
と

振
り
返
る
部
長
の
佐
々
木 
舞  
美 
さ
ん
（
６

ま 

み

年
）。
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
の
東
北
大
会

出
場
に
「
た
く
さ
ん
練
習
し
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月　

日
に
は
全
日
本
小
学
校

２８

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
青
森
県
大
会
が

行
わ
れ
、
先
の
優
秀
賞
受
賞
に
油
断
す
る

こ
と
な
く
演
奏
を
終
え
た
金
管
バ
ン
ド
部

は
、
見
事
に
金
賞
を
受
賞
。
東
北
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
マ
ー
チ
ン
グ
東
北
大
会
出
場
に

舞
美
さ
ん
は
「
東
北
大
会
へ
出
場
で
き
な

か
っ
た
学
校
の
た
め
に
も
、
最
高
の
演
奏

を
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
、
担
当
の
工

藤
泰
子
先
生
は
「
県
大
会
で
は
演
奏
を
重

視
し
て
練
習
を
し
て
き
た
が
、
演
奏
中
の

隊
列
を
揃
え
る
な
ど
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

に
も
力
を
入
れ
て
練
習
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
東
北
大
会
は　

月　

日
に
山
形
県
で
、

１０

２６

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ

ン
グ
東
北
大
会
は　

月
２
日
に
宮
城
県
で

１１

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
す
。

　静岡県浜松市で整形外科病院を営む小林 哲 さんから、自身が描いた絵
てつ

画の作品集を寄贈していただきました。

　小林さんは今から１０年前の平成１０年、名川地区平出身の妻・きくゑさん

が亡くなられたとき、きくゑさんの意思を継いで町の人材育成にと１億

円を寄付くださいました。旧名川町では「小林奨学基金」として子ども

達の奨学金に活用していました。

　このたびいただいた５冊の作品集は、小林さんが１９９８年から２００７年ま

でに描き、院内待合室に

展示された１２５作品が収

められています。

　町は、作品集を町内４

つの中学校および名川中

学校図書室１階に備え、

活用していくことにして

います。ありがとうござ

いました。

寄贈くださった人の
町へ対する大切な思い

わたしたちは
その思いを

しっかりと受け止めます

ありがとうございました

あたたかい
善意に
感謝します

四季折々の美しさが綴られた作品集を寄贈いただきました

バンドはひとつ、音もひとつ
目指せ、マーチング全国大会

名久井小学校金管バンド部が東北大会に出場

個人情報保護のため　　

ホームページへの掲載は

省略します　　　　　　
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全国大会でも頑張ることを約束しました

赤石副町長 （左）

へ目録を手渡す

川守田さん

　１０月８日、小学生クラス対抗３０人３１脚全国大会２００８に

出場する福田小学校６年生に、青森銀行剣吉支店からタ

オルや栄養ドリンクなどが寄贈されました。

　田中清登支店長が「毎日の練習に自信を持ち、全国大

会では頑張ってください」と激励してタオルなどの入っ

た袋を手渡すと、受け取った長根郁乃さんは「全国大会

でも頑張ります」と力強くお礼を述べていました。

　町出身の川守田三次郎さん（静岡県浜松市在住・関

東名川会名誉会長）から、グランドピアノ一式を寄贈

していただきました。

　１０月１日の南部町音楽会で、川守田さんから目録を

受け取った赤石副町長は「ご厚意に添えるよう教育振

興に尽力します」とお礼を述べました。

　いただいたピアノは、名久井小学校で使用させてい

ただくことにしています。ありがとうございました。

青森銀行剣吉支店から全国大会へ向け激励 グランドピアノを寄贈いただきました

　
　
　

月　

日
、
青
森
市
の
青
い
森
ア
リ
ー
ナ
で

２８

　
　
　

小
学
生
ク
ラ
ス
対
抗　

人　

脚
全
国
大
会

３０

３１

２
０
０
８
青
森
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

１
走
目
。
三
本
木
小
学
校
（
十
和
田
市
）
が
、

い
き
な
り
８
秒　

の
タ
イ
ム
で
大
会
記
録
を
更

９４

新
。
そ
れ
を
見
て
い
た
福
田
小
６
年
１
組
の
選
手

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
重
く
の
し
か
か
り
、
負
け
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
空
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
を
察
し
た
担
任
の 
宍  
戸  
利  
徳 
先
生
。
緊
張
し
た

し
し 

ど 

か
ず 
の
り

ま
ま
で
は
力
を
出
せ
な
い
と
判
断
し
「
相
手
を
気

に
し
て
も
仕
方
な
い
。
い
つ
も
通
り
走
ろ
う
」
と

選
手
に
声
を
掛
け
ま
す
。
こ
の
一
言
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
選
手
達
。
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
全
力
で　

㍍
５０

を
駆
け
抜
け
ま
す
。
タ
イ
ム
は
先
ほ
ど
の
大
会
新

記
録
を
さ
ら
に
０
秒　

更
新
す
る
８
秒　

。
ど
よ

１１

８３

め
き
で
揺
れ
る
会
場
に
、
選
手
の
「
や
っ
た
ー
」

と
い
う
歓
喜
の
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

２
走
目
は
、
１
走
タ
イ
ム
の
遅
い
順
に
行
わ
れ

る
た
め
、
福
田
小
６
年
１
組
の
前
に
三
本
木
小
学

校
が
走
り
ま
し
た
。
速
い
。
会
場
全
体
の
目
が
タ

イ
ム
表
示
板
に
注
が
れ
ま
す
。
そ
し
て
表
示
さ
れ

た
８
秒　

の
記
録
。
福
田
小
６
年
１
組
の
優
勝
が

９８

決
ま
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

一
昨
年
の
福
田
小
６
年
生
が
樹
立
し
た
９
秒　
０６

の
県
大
会
記
録
。
そ
れ
を
卓
越
し
た
８
秒
台
で
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
を
制
し
た
今
年
の
６
年
生
。

「
子
ど
も
達
が
精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
頑
張
っ

て
く
れ
た
」
と
振
り
返
る
宍
戸
先
生
は
「
優
勝
に

お
ご
る
こ
と
な
く
初
心
に
戻
っ
て
走
ろ
う
」
と
全

国
大
会
に
向
け
、
選
手
達
に
呼
び
か
け
ま
す
。

勝
っ
て
か
ぶ
と
の
緒
を
締
め
る
福
田
小
６
年
１

組
。
全
国
大
会
は　

月　

日
に
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ

１１

１６

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ハイレベルな争いを制し
福田小６年１組が大会新記録で３連覇達成
小学生クラス対抗３０人３１脚全国大会２００８青森大会

９

き よ 　 と

ふみ 　 の

個人情報保護のため　　

ホームページへの掲載は

省略します　　　　　　

個人情報保護のため　　

ホームページへの掲載は

省略します　　　　　　



金木

76
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 特定健診・がん検診  ふれあい交流プラザ

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ａ・南部Ａ

 段ボール  名川Ｂ・南部Ｂ

 ２歯  中央公民館

 特定健診・がん検診  ふれあい交流プラザ

 個・小向  三種混合

14 小中作品展13
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 段ボール  名川Ａ・南部Ａ

 新・雑・チラシ  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・小向  ＭＲ混合

2120
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ｂ・南部Ｂ

 新・雑・チラシ  名川Ａ・南部Ａ

 ３健  ゆとりあ

2827
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 乳相  ぼたんの里 （H20.6～H20.8）
　　　 　　〃　　 （H19.11～H20.1）

 ４相  ぼたんの里 （H16.2～H16.4）

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

54 広報12月号発行予定日
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 ペットボトル  名川Ａ・南部Ａ

 段ボール  名川Ｂ・南部Ｂ

 1・6  ぼたんの里

 個・小向  ＢＣＧ

1211 
 可燃  名川Ａ・南部Ａ・福地

 個・名病  三種混合、ＭＲ混合

 段ボール  名川Ａ・南部Ａ

 新・雑・チラシ  名川Ｂ・南部Ｂ

 集団  ポリオ （ゆとりあ）

土 SATURDAY／日 SUNDAY

8  ながわ産業まつり
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

9  ながわ産業まつり

15 小中作品展
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

16 小中作品展

22 ふくち特産品まつり 
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

23 勤労感謝の日

29
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

30 なんぶりんご市

6
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

7

13
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

14

こ
の
ペ
ー
ジ
は
抜
き
取
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す

 個・小向  …個別接種（小向クリニック）受付8時30分～12時、13時30分～16時　  個・南医  …個別接種（南部医院）受付10時～11時、17時～18時

 個・川外  …個別接種（川守田外科胃腸科）受付14時30分～15時　 個・名病  …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分

 個・南病  …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分　 集団  …集団予防接種（受付12時～12時20分）

FRIDAYTHURSDAY

ふくち特産品まつり

水火月

 可燃  …可燃物    不燃  …不燃物    粗大  …粗大ごみ    ペット  …ペットボトル    新  …新聞紙    雑  …雑誌    段  …段ボール
名川Ａ…名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ…名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ…南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ…南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ…福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ…福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地……福地全地区

1211 10
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 缶・ビン・ペット  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ 可燃  福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 個・名病  ＢＣＧ・三種混合・ＭＲ混合

 個・南病  三種混合

191817
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 新聞・段ボール  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ 可燃  福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

 個・南病  ＭＲ混合

262524 振替休日
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 雑・チラシ・古布・その他の紙・  

 缶・ビン・ペット  福地

 婦人検診  ゆとりあ

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ、福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 婦人検診  ゆとりあ

 個・南医  ＭＲ混合

3212 月1日
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 不燃  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 個・南医  三種混合

 可燃  福地

 不燃  名川Ａ・南部Ａ

 ビン  名川Ｂ・南部Ｂ

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

 個・南病  三種混合

1098
 可燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 缶・ビン・ペット  福地

 個・川外  三種混合、ＭＲ混合

 可燃  名川Ａ・南部Ａ

 乳相  中央公民館 （H20.7～H20.9）
　　　 　　〃　　 （H19.12～H20.2）

 ４相  中央公民館 （H16.3～H16.5）

 個・南医  ＭＲ混合

 可燃  福地

 不燃  名川Ｂ・南部Ｂ

 ビン  名川Ａ・南部Ａ

 個・名病  三種混合・ＭＲ混合

 個・南病  ＭＲ混合

 1・6  …１歳６カ月児健診（H19.4～H19.5生）受付12時～12時20分

 乳相  …乳児相談（H20.6～H20.9生）受付 9 時30分～10時、（H19.11～H20.2生）受付10時～10時30分

 ４相  …４歳児健康相談（H16.2～H16.5生）受付13時～13時30分　 ２歯  …２歳児歯科健診（H18.3～H18.4生）受付12時50分～13時10分

 ３健  …３歳児健康診査（H17.3～H17.4生）受付12時～12時20分　 特定健診・がん検診   婦人検診  …詳しくは8ページをご覧ください

WEDNESDAYTUESDAYMONDAY

ごみの収集はありませんので、ご注意
ください



22広報なんぶちょう　11月号

工　　期契約額（円）請負業者工事場所工 事 名入札日

自：２０年９月２７日
至：２１年１月３０日

１１, ９５７, ４００㈱山口製材所平地区
名川消防団第２分団消防拠点施設建
築工事

９月２４日

自：２０年９月２７日
至：２０年１０月３１日

６, ４２６, ０００㈲久保工務店苫米地地区ふくちジャックドセンター増床工事

自：２０年９月２７日
至：２１年１月３１日

３, ２５５, ０００㈲まべち興業沖田面地区沖田面沖中地区用排水路改良工事

自：２０年９月２７日
至：２０年１１月２５日

１, ７８５, ０００㈲赤石工務店上名久井地区後ノ沢・杉ノ木線道路舗装工事

自：２０年９月２７日
至：２０年１２月１０日

８８２, ０００㈲北向建設鳥谷地区鰻沢・飛鳥線道路維持工事

自：２０年９月２７日
至：２０年１２月１０日

１, ３０２, ０００若本建設工業㈲町内全地域町道路面穴埋補修維持工事

自：２０年９月２７日
至：２０年１２月２０日

２９, ４００, ０００㈱四戸興業平地区旧名久井第一中学校校舎解体工事

公共工事契約状況 ■問合せ先　財政課 ☎０１７８・８４・２１１１

農業者年金へご加入を 　農業者年金は、農業者の老後の生活安定を
はかる公的年金制度です。国民年金の上乗せ
分として、将来の自分の年金原資を自ら積み立
てていく積立方式を採用しており、加入者数な
どに左右されない仕組みになっています。

相当する額を、ご遺族に死亡一時金として支給し

ます。

税金でのメリットがあります
　支払った保険料は、全額（最高年額804,000円）

が社会保険料控除の対象となります。受け取る年

金についても、公的年金等控除が適用されます（65

歳以上の人は公的年金等合計額が120万円までは

非課税）。

認定農業者など一定の要件を満たす人には、保
険料の国庫補助があります
　認定農業者で青色申告をしている人や、その人

と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者など、一定

の要件を満たす人には保険料の国庫補助がありま

す（月額最高10,000円、通算で最大2,160,000

円）。この国庫補助は、農地等の経営継承をすれば

原則65歳から特例付加年金として受給できます。

農地等の経営継承の時期についての年齢制限はな

く、本人の体力などに応じて受給の時期を決めら

れます。

■問合せ先　お近くの農協または農業委員会（☎  

　　０１７８・７６・２１１１）

農業に従事する人は、誰でも加入できます
　60歳未満の国民年金第１号被保険者で、年間60

日以上農業に従事している人は誰でも加入できま

す。

年金資産は安全かつ効率的な運用
　自ら積み立てた保険料とその運用益により、将

来受け取る年金額が決まる積立方式の年金です。

自分が必要とする年金額の目標に向けて保険料を

自由に決められ（月額20,000円〜67,000円）、経

営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。

80歳までの保証がついた終身年金です
　原則65歳以上から、生涯受け取ることができま

す。仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳ま

でに受け取れるはずだった年金の額の現在価値に

広報なんぶちょう　11月号23

だより
厚生労働大臣認定・健康増進施設

☎ 0178・84・2850

日土金木水火月

16151413121111月10日
エアロビクス教
室

巡回バス（Ｃ・Ｄコー
ス）／水中運動体験
教室／町民温泉健康
法教室／水中ウォー
キング教室

流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

女性水泳教室小学校水泳教室
水中運動教室

23222120191817
エアロビクス教
室

巡回バス（Ａ・Ｂコー
ス）／水中運動体験
教室／ヘルシー塾水
中運動教室２

休館日休館日休館日休館日

30292827262524
アクアビクス教
室

巡回バス（ Ｃ ・ Ｄコー
ス） ／ 水中運動体験
教室／町民温泉健康
法教室／水中ウォー
キング教室

流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

女性水泳教室

76543212月1日
エアロビクス教
室

巡回バス（Ａ・Ｂコー
ス）／水中運動体験
教室／ヘルシー塾水
中運動教室

流水健康教室
エアロビクス教室
初心者水泳教室

女性水泳教室水中運動教室

日時　１１月２２日□土  １０時〜１６時
　　　　　２３日□日  １０時〜１５時
会場　バーデハウスふくち駐車場

・福地ホワイト六片種数量限定格安販売（１０時）

・農産物等販売（１０時）

・出店コーナー（１０時）

・もちつき実演（１０時３０分／１４時）

・りんごの皮むき競争（１１時／１３時３０分）

・うどん打ち実演販売（１２時１０分）　　　など

・数量限定野菜１０円販売

　（１１時３０分／１５時）

・福田小学校学習田収穫

　「もち米」販売（１０時）

・数量限定野菜１０円販売

　（１１時３０分／１４時１５分）

・福田上えんぶり組えんぶ

　り公演（１４時３０分）

　毎年、１１月１８日から２０日までは機械整備のため休館日とし

ていますが、今年は設備の改修工事も行っていることから１１月

１７日を臨時休館日とし、２０日までの４日間を休館といたしま

す。皆さまにはご不便、ご迷惑をおかけいたしますが、何とぞ

ご理解ご協力くださいますようお願いいたします。

■問合せ先　ふくち特産品まつり実行委員会事務局

　　  　 （バーデハウスふくち内 ☎０１７８・８４・２８５０）

臨時休館日のお知らせ

ふくち特産品まつり
おいしい野菜、楽しいイベントが盛りだくさん

２２・２３日のイベント ２２日のイベント ２３日のイベント



　　　　１１月１０日□月 　油川先生／１４時～
　　　　　　１５日□土 　工藤先生／９時～
　　　　　　２９日□土 　工藤先生／９時～

受付時間：月曜は１４時３０分まで
　　　　　土曜は１１時３０分まで整形外科

受付時間は１４時３０分まで
初診の人は１３時３０分まで眼科

外科、内科、循環器科、皮膚科、肛門科
アレルギ－科、歯科

診療科名川病院ガイド 問合せ先
☎ 0178・76・2001

青森労災病院からの専門外来診察日 ※都合により変更になる場合がありますので、
　ご来院の際はお問い合わせください。

先天性股関節脱臼検診　要予約

受付時間：１１時から１１時２０分まで

　　　　１１月２９日□土 　工藤先生

　　　　１１月１２日□水 　木村先生／１４時～１５時
　　　　　　２６日□水 　木村先生／１４時～１５時

要予約泌尿器科

　　　　１１月１０日□月 　伊藤先生／１３時～
　　　　　　１８日□火 　柳沢先生／８時３０分～９時

あなたの子育て、応援します

おいでよ！子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に

通っていないお子さんなら、どなたでも参加

できます。子育て相談や園庭の開放、絵本や

ビデオの貸し出しも行っていますので、お気

軽にご利用ください。

福地保育園

☎ 0178・84・4118

なんぶ保育園

☎ 0179・34・3034

チェリー保育園

☎ 0178・76・1115

ぴっぴクラブ（体験活動）
　　　　　　　　　　　　　

木曜日・９時３０分～１１時

わくわくひろば（体験活動）
　　　　　　　　　　　　　

木曜日・９時３０分～１１時

煙11月20日　小麦粉粘土で遊ぼう
煙 　　27日　お誕生会
煙12月 ４日　体を使って遊ぼう

こすもすクラブ（体験活動）
　　　　　　　　　　　　　

木曜日・９時３０分～１１時

煙11月20日　戸外遊び
煙 　　27日　お誕生会
煙12月 ４日　クリスマス飾り作り

煙11月20日　風船で遊ぼう
煙 　　27日　お誕生会
煙12月 ４日　小麦粉粘土で遊ぼう
※11月29日□土 は保育園のおゆう
　ぎ会を見学します。

つどいのひろば（自由活動）
　　　　　　　　　　　　　

水曜日・９時３０分～１１時

煙11月12・19・26日

子育てサークル　　　   

にこちゃんクラブ
　　　　　　　　　　　　　

月曜日・１０時～１２時

煙11月10・17日、12月１日

※11月10日と12月１日はお誕生
会です。飲み物と100円程度の
お菓子を持参してください。

サークルちびこす（自由活動）
　　　　　　　　　　　　　

水曜日・９時３０分～１２時

煙11月12・19・26日
　12月 ３日

ぬくぬく（自由活動）
　　　　　　　　　　　　　

水曜日・９時３０分～１１時

煙11月12・19・26日
　12月３日

　３つの子育て支援センター合同で「手作
りおもちゃ」を行います。支援センターに
通っていない人も参加できますので、お気
軽にお越しください。
■日時　11月13日□木 　９時30分～
■場所　総合保健福祉センター「ゆとりあ」
■指導者　岩間順さん（名川地区剣吉）

広報なんぶちょう　11月号25

潤としょしつ通信
名川中学校図書室１階（☎ ０１７８・７６・３１２１）
休室日　１１月３日□月 、１０日□月 、１７日□月 、２３日□日 、２４日□月 、２８日□金 
　　　　１２月１日□月 、８日□月 、１５日□月 

新刊案内

福
地
短
歌
会

暖
か
き
陽
ざ
し
の
中
に
栗
ひ
ろ
ふ
孫
と
ふ
た
り
の
昼
し
づ
か
な
り　
　
　

川
守
田
慶
三

狭
庭
辺
に
草
取
り
を
れ
ば
太
蚯
蚓
縮
め
し
か
ら
だ
を
伸
ば
し
逃
げ
ゆ
く　

石
塚　
　

守

菊
香
る
秋
分
の
日
の
空
澄
み
て
実
り
豊
か
に
秋
深
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　

大
久
保
雪
夫

朝
市
の
濃
霧
に
か
す
む
人
群
れ
の
声
が
我
が
家
の
窓
に
響
け
り　
　
　
　

奥
寺　

睦
子

名
月
を
待
つ
が
如
く
に
尾
花
揺
れ
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
さ
や
か
に
聞
こ
ゆ　
　

佐 
 々

木
教
子

夕
餉
ど
き
孫
か
ら
貰
ひ
し
コ
ー
ス
タ
ー
の
鳥
の
絵
柄
を
飽
か
ず
眺
む
る　
　

根
市　

政
志

こ
ん
な
日
を
十
月
小
春
と
い
ふ
の
か
な
背
中
に
ぬ
く
き
空
気
を
背
負
ふ　
　

大
田　

郁
子

な
ん
ぶ
短
歌
会

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
え
る
吾
が
家
に
夢
に
て
も
よ
し
ま
た
暮
ら
し
た
し

白
線
の
引
か
れ
し
ゴ
ー
ル
あ
る
は
ず
も
な
き
こ
れ
か
ら
の
余
白
を
生
き
む

道
の
辺
に
朱
の
花
な
だ
れ
て
揺
る
る
下
を
白
き
パ
ラ
ソ
ル
黄
の
帽
子
ゆ
く

新
し
き
枝
た
づ
さ
へ
て
集
ひ
た
る
花
火
師
ら
の
ゆ
め
闇
に
は
な
や
ぐ

萩
一
枝
活
け
る
間
も
水
盤
に
幾
つ
か
こ
ぼ
る
る
花
の
む
ら
さ
き

初
秋
に
採
り
た
る
茄
子
の
蒲
焼
は
先
代
仕
込
み
の
味
噌
の
味
と
す

見
回
り
て
気
に
掛
け
を
り
し
庭
畑
の
草
む
し
り
終
へ
ほ
つ
と
息
吐
く

雑
草
を
引
き
抜
く
こ
と
が
仕
事
か
と
思
ふ
ほ
ど
な
る
真
夏
の
畑

若　

草　

会

瓶
に
飼
ふ
め
だ
か
あ
ぎ
と
ふ
様 
明 
に
十
五
夜
の
月
と
ら
え
離
さ
ず　

さ
や

残
照
は
ほ
た
る
袋
に
仄
あ
か
り
点
し
て
夏
至
の
日
暮
れ
て
ゆ
き
ぬ　

杜
鵑
草
萩
の
花
咲
く
里
山
に
夫
と
二
人
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

校
庭
に
雨
風
吹
け
ど
ポ
プ
ラ
の
樹
摂
理
説
く
ご
と
毅
然
と
立
ち
き

穂
ば
ら
み
き
し
と
ど
降
る
雨
寂
寥
の
育
て
し
稲
の 
嬰 
を
抱
く
よ
う
に

や
や

l
ぎ
取
り
て
汁
の
滴
る
白
桃
を
幼
な
に
食
べ
さ
す
若
き
母
親

お
盆
中
重
ね
着
を
し
て
墓
参
り
稲
の
穂
見
え
ず
出
来
秋
を
待
つ

退
勤
の
腕
に
ふ
れ
る
風
さ
え
も
コ
オ
ロ
ギ
の
音
に
合
わ
せ
て
軽
し

岩
舘　

す
み

佐
々
木
冴
美

大
羽
澤
榮
子

馬
場　

雅
子

荒
木　

弘
子

坂
本　

綾
子

内
村　

貞
子

八
木
田
順
峰

山
下　

幸
枝

奥　

あ
さ
子

立
花　

京
子

西
舘　

和
子

板
垣　

信
子

一
ノ
渡　

綮

川
村　

綾
子

向
山　

敦
子

ひかりの剣
海堂　尊    著

医学部剣道部の象徴的大会「医鷲

旗」の覇者は、外科の世界で大成

するという言い伝えがあった。

医鷲旗をめぐり、東城大の猛虎・

速水晃一と帝華大の伏龍・清川吾

郎という剣の才能を持つふたりの

男が、全存在をかけて戦う。

おそろし
宮部みゆき    著

17歳のおちかは、ある事件を

きっかけに心を閉ざしてしまっ

た。ある日、叔父はおちかに客

を任せて出かけてしまう。おそ

るおそる客と会ったおちかだっ

たが、次第に客たちの話に引き

込まれ…。

11 NOVEMBER
987654321302928272625242322212019181716151413121110987
TUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRITHUWEDTUEMONSUNSATFRI

GⅠ浜名湖
 ５５周年記念競走

蒲郡ナイター一般戦

住之江
一般戦

桐生ナイター一般戦

デーレース ナイターレース

GⅠ鳴門モーターボート大賞

GⅠ若松５６周年記念競走若松ナイター一般戦

SG浜名湖競艇王チャレンジカップ GⅠ下関開設５４周年記念競走

若松ナイター一般戦

12 DECEMBER

三国
一般戦

浜名湖一般戦
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お 知

ら せ

　

初
級
ク
ラ
ス
の
教
室
で
す
。
ス

ケ
ー
ト
を
滑
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日　
　

月
１
日
□月
 

～　

月

１２

１２

３
日
□水
 

■
時
間　
　

時　

分
～　

時

１８

４５

２０

■
場
所　

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー

　

ナ
■
講
師　

（
財
）南
部
町
健
康
増
進

公
社
職
員

■
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

５０

■
受
講
料　

１
千
５
百
円

■
そ
の
他

▽
ス
ケ
ー
ト
靴
の
無
い
人
に
は
無

料
で
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
み
期
限　
　

月　

日
□木
 

１１

２７

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

バ
ー
デ

ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

☎
０
１
７
８
・　

・
２
８
５
０

８４

■
期
間　
　

月　

日
□土
 

か
ら
平

１２

２０

成　

年
１
月　

日
□日
 

ま
で
。

２１

１８

■
時
間　

９
時
か
ら　

時
ま
で
の

２１

２
～
８
時
間
（
勤
務
表
に
よ
る

交
代
勤
務
）。

■
募
集
人
数　

２
人

■
業
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
お

よ
び
点
検
、
掃
除
な
ど
。

■
資
格

▽　

㍍
以
上
泳
げ
る
。

５０
▽
年
末
年
始
お
よ
び
土
日
祝
祭
日

に
勤
務
で
き
る
。

▽
高
校
生
は
学
校
か
ら
許
可
を
得

ら
れ
る
こ
と
。

■
時
給　

高
校
生
６
３
０
円
、
大

学
生
以
上
６
５
０
円

■
申
込
み　

履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、　

月　

日
□日
 

１１

１６

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）。

■
そ
の
他　

採
用
の
人
に
は
、
心

肺
蘇
生
法
の
講
習
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ

く
ち

☎
０
１
７
８
・　

・
２
８
５
０

８４

　

三
戸
葬
祭
場
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
利
便
性
を
考
慮
し
、
火
葬
を
行

う
日
お
よ
び
火
葬
時
間
を
平
成　
２１

年
１
月
３
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変

更
い
た
し
ま
す
。

■
火
葬
を
行
う
日　

現
在
、
日
曜

日
は
休
み
と
し
て
い
ま
す
が
、

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
も
火

葬
を
行
い
ま
す
。

■
火
葬
時
間　

１
日
あ
た
り
４
件

と
し
て
い
る
火
葬
時
間
で
す

が
、
時
間
に
余
裕
が
な
く
二
つ

の
ご
遺
族
の
鉢
合
わ
せ
が
起
き

る
な
ど
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
９
時
・　

時　
１１

３０

分
、　

時
の
３
件
と
し
ま
す
。

１４

■
問
合
せ
先　

三
戸
地
区
環
境
整

　

備
事
務
組
合

☎
０
１
７
８
・　

・
１
４
４
９

７５

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
補

助
金
を
交
付
す
る
「
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
事
業
費
補
助
金
交
付
制

度
」
に
は
５
人
槽
に
９
基
、
６
～

７
人
槽
に　

基
の
申
請
が
あ
り
ま

１１

し
た
。
今
年
度
の
受
付
は　

月
末

１０

で
終
了
し
ま
し
た
が
、
来
年
度
も

５
人
槽
６
基
、
６
～
７
人
槽　

基
１４

の
補
助
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
設
置
区
域
で
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
人

は
、
同
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

８４

募集案内

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

参加募集

小
学
生
ス
ケ
ー
ト
教
室

事業案内

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

事
業
費
補
助
金

業務案内

火
葬
日
の
追
加
と
火
葬

時
間
の
変
更

今月の納期

　固  定  資  産  税  （４期分）

　 国民健康保険税  （５期分）

　介  護  保  険  料  （５期分）

　後期高齢医療保険  （５期分）

　■納期限　１２月１日□月 
　■口座振替日　１１月２５日□火 
　■問合せ先　税務課

　　☎ ０１７９・３４・２１１１

特設人権相談

　１２月４日からの人権週間に

あたり、特設人権相談所を開

設します。

■日 時 　 １２月４日□木  １０～１５時

■場所　福地公民館、剣吉公

民館、ぼたんの里

■問合せ先　住民生活課

　☎ ０１７９・３４・２１１１

行政相談

■日 時　１２月４日□木  １３～１５時

■場所　福地公民館、剣吉公

民館、ぼたんの里

■問合せ先　総務課

　☎ ０１７８・８４・２１１１

information

南部町の人口と世帯数
（平成２０年１０月２０日現在）

対先月比

人 口

男

女

世帯数

21,600人　
10,380人　
11,220人　
7,462世帯

（−14 ）

（−12 ）

（− 2 ）

（＋ 1 ）
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１１月９日は「１１９番の日」

　三戸消防署管内では、緊急性の

ない救急車の利用や悪質ないたず

ら通報が多く発生しています。重

症者など本当に救急車を必要とす

る人への対応が遅れ、生命に危険

を及ぼす事態につながりかねない

ため、救急車の適正利用にご協力

をお願いいたします。

　正しい１１９番通報が災害を最小

限に食い止める第一歩です。火

災・救急・救助などの１１９番通報時

は、係員の問いかけに簡潔に答え

るようお願いします。

１１９番通報の場合

煙「火事」か「救急」かの区別を

はっきりと言う。

煙落ち着いて住所または場所、付

近の目標を伝える。

煙「火事」または「救急」の内容

を簡単に知らせる。

煙あなたの名前と通話している電

話番号を教える。

携帯電話の場合

煙運転時は、安全な場所に停車し

てから通報する。

煙通報場所が分からないときは、

近くの人に聞くか周りの建物や

看板、電柱などを見て住所を確

認する。

煙通報後、消防本部から問い合わ

せることがあるので、電源を切

らないでおく。

■問合せ先　三戸消防署

☎ ０１７９・２２・１１４０

　

三
戸
郡
医
師
会
と
町
お
よ
び
第

一
三
共
株
式
会
社
が
共
催
す
る
住

民
公
開
講
座
を
次
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。
今
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
期
日　
　

月　

日
□土
 

１１

１５

■
時
間　
　

時
～　

時

１４

１５

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ぼ
た
ん
の
里
」

■
テ
ー
マ　

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
い
わ
れ
た
ら

■
講
師　

八
戸
市
立
市
民
病
院
内

分
泌
糖
尿
病
科
・
葛
西
伸
彦
科

長

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
み　

不
要

■
問
合
せ
先　

三
戸
郡
医
師
会

☎
０
１
７
９
・　

・
６
０
３
０

２０

　

町
精
神
障
害
者
家
族
会
「
ま
べ

ち
の
会
」
で
は
、
次
に
よ
り
公
開

講
座
を
行
い
ま
す
。

■
期
日　
　

月　

日
□土
 

１１

２２

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１２

■
場
所　

南
部
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー（
な
ん
ぶ
保
育
園
と
な
り
）

■
講
師　

さ
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
笹

博
院
長

■
内
容　

講
話
「
統
合
失
調
症
の

薬
に
つ
い
て
」「
家
族
の
心
の
健

康
に
つ
い
て
」

■
対
象　

精
神
障
害
者
を
抱
え
る

家
族
を
は
じ
め
、
精
神
障
害
に

理
解
を
深
め
た
い
人
な
ら
ど
な

た
で
も
。

■
申
込
み　

不
要

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

病
気
や

け
が
な
ど

で
輸
血
が

必
要
な
人

の
命
を
救
う
た
め
、　

歳
か
ら　

１６

６９

歳
ま
で
の
健
康
な
人
に
献
血
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
安
全
で
責
任
あ
る
献
血

を
お
願
い
す
る
た
め
、
受
付
時
に

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
の
提
示
を
求
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■　

月　

日
□金
 

１１

１４

▽
９
時　

分
～　

時　

分
＝
青
い

３０

１０

３０

森
鉄
道
「
剣
吉
駅
」

▽　

時
～　

時
＝
名
川
分
庁
舎

１１

１２

▽　

時　

分
～　

時
＝
名
川
病
院

１３

３０

１６

■　

月　

日
□火
 

１１

１８

▽　

時
～　

時
＝
南
部
分
庁
舎

１３

１６

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　

小
中
作
品
展
の
会
場
内
で
、
町

文
化
協
会
南
部
支
部
・
名
川
支
部

の
作
品
展
示
や
発
表
を
行
い
ま

す
。

■
期
日　
　

月　

日
□金
 

～　

日
□日
 

１１

１４

１６

■
時
間　

９
時
～　

時
１７

■
場
所　

南
部
町
民
体
育
館

■
出
展
・
発
表
団
体　

写
真
倶
楽

部
、
大
正
琴
み
ち
の
く
会
、
な

ん
ぶ
短
歌
会
、
陶
芸
サ
ー
ク

ル
、
花（
小
原
流
）
、
花
（
池
坊
）、

創
作
和
紙
絵
、
川
柳
ま
べ
ち
吟

社
、
短
歌
若
草
会
、
史
跡
を
観

る
会
、
絵
画
愛
好
会
、
生
花
愛

好
会

■
問
合
せ
先　

絵
画
愛
好
会
・ 
長 

お
さ

 
田 
鉄
也

だ
☎
０
１
７
９
・　

・
３
４
５
５

３４

開催案内

南
部
町
住
民
公
開
講
座

展示案内

文
化
協
会
作
品
展

開催案内

南
部
町
精
神
障
害
者

家
族
会
公
開
講
座

献血案内

献
血
に
ご
協
力
を

お 知 ら せ information
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相談案内

す
こ
や
か
出
前
健
康

相
談

■
期
日
・
場
所

▽　

月　

日
□金
 

＝
町
営
市
場

１１

１４

▽　

月　

日
□火
 

＝
ゆ
と
り
あ

１１

１８

▽　

月　

日
□金
 

＝
町
営
市
場

１２

１２

■
時
間　

９
時　

分
～　

時　

分

３０

１１

３０

■
内
容　

健
康
相
談
、血
圧
測
定
、

　

体
脂
肪
測
定
、
腹
囲
測
定
、
健

診
結
果
の
説
明
な
ど

■
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

７６

　　

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
め
い
ぷ
る
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
花
を
栽

培
し
て
、
押
し
花
や
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
な
ど
素
敵
な
作
品
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

名
川
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
８
・　

・
１
８
４
１

７５

町営地方卸売市場販売状況（９月16日〜１０月15日分）

前年単価（円）キロ単価（円）売上額（千円）販売数量（手）品　名

23818312,49368,149弘前ふじ

2321773,50619,756昴林

82791,39917,644つがる

988015,220189,908サンつがる

1931606,86642,932レットゴールド

12310114,722146,286紅玉

1141243,22626,028バートレット

84524,91494,803日面紅

116652,36736,496幸水

12114417,750122,845キャンベル

1522063,46016,827ナイヤガラ

73878,789100,560大根

1261627,16744,196ゴボウ

25114721,614147,340長芋

61696075,29478,428にんにく

50562,30941,410キャベツ

2331328,06160,855ねぎ

1631115,30447,734きゅうり

4913791,8254,815食用菊

■今月の休場日
　１１月９日□日 、１２日□水 、１６日□日 、２３日□日 、２４日□月 、３０日□日 
　１２月７日□日 、１０日□水 、１４日□日 
■シール等による出荷者番号および県産の表示をお願いします。

■問合せ先　町営地方卸売市場 ☎ ０１７９・２２・００１１

■
職
種
・
採
用
予
定
人
数　

知
的

障
害
者
施
設
看
護
師
１
人

■
受
験
資
格　

看
護
師
免
許
を
有

す
る
（
見
込
み
含
）
昭
和　

年
４８

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
受
付
期
間　
　

月　

日
か
ら　

１１

１３

１２

月
２
日
ま
で

■
試
験
期
日
・
内
容　
　

月　

日

１２

１１

□木
 

＝
論
文
お
よ
び
面
接

■
申
込
み　

申
込
用
紙
に
関
係
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先　

三
戸
郡
福
祉
事
務

組
合
事
務
局（
や
ま
ば
と
寮
内
）

☎
０
１
７
８
・　

・
３
３
１
１

７７

　

正
規
の
貸
金
業
者
は
、
い
か
な

る
名
目
で
も
融
資
を
前
提
に
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
金
を
振
り
込
む
よ
う
に

言
わ
れ
た
場
合
は
融
資
保
証
金
詐

欺
で
す
の
で
、
絶
対
に
振
り
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

青
森
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
八
戸
相
談
室

☎
０
１
７
８
・　

・
３
３
８
１

２７

職員募集

三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合

詐欺注意

融
資
保
証
詐
欺
に

ご
注
意
を

会員募集

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

め
い
ぷ
る

皆さまのお役に立ちます宝くじ

　（財）自治総合センターでは、宝くじの収益金

を活用して「コミュニティ助成事業」を実施し

ています。

　今年度は、苫米地中町内会が「とまべちまつ

り」で着用する衣装や山車の製作に使用する機

材を、赤石町内会が通学路などの除雪作業に必

要な除雪機をそれぞれ整備しました。皆さんの

町内会でも、コミュニティ助成事業を地域の活

性化に役立ててみませんか。

■問合せ先　企画調整課 ☎０１７８・８４・２１１１

コミュニティ助成事業を
活用して整備された半て
ん （左） と除雪機 （下）
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お 知 ら せ information

忘年会のご案内

　チェリウスでは、町特産の菊

づくし料理「菊花繚乱（一人税

込３,１５０円）」、なまずづくし料

理「なまず御膳（一人税込４,７２５

円）」、各種コースをご用意して

いるほか、ご要望のご相談にも

応じます。また、１５人以上でお

申込みいただくと、無料で送迎

バスもご用意いたします。

　今年一年を締めくくる大切な

宴会「忘年会」には、ぜひチェ

リウスをご利用ください。

■問合せ先　チェリウス

☎ ０１７８・７６・１００１

川
柳
ま
べ
ち
吟
社　
　

題
「
も
れ
る
」

内
緒
ご
と
孫
の
口
に
も
戸
を
立
て
る

つ
い
も
れ
た
愚
痴
が
八
方
飛
び
回
り　
　
 

ひ
そ
ひ
そ
の
声
が
気
に
な
る
隣
部
屋　
　
 

カ
ル
テ
か
ら
た
め
息
ば
か
り
も
れ
て
く
る 

こ
こ
だ
け
の
話
に
花
も
実
も
つ
け
る　
　
 

内
緒
内
緒
の
話
が
も
れ
て
な
す
り
合
い　
 

家
々
の
献
立
も
ら
す
換
気
扇　
　
　
　
　
 

 
野
田　

敏
子

 
小
笠
原　

覚

  
堀
合　

寿
江

 
河
守
田
唯
志

 
田
中　

久
子

 
久
保
田
芙
美

 
出
町　

國
子

編集後記　取材した内容で
も、紙面の都合により泣く泣く削

る場合があります。そういえば宮

崎アニメ「千と千尋の神隠し」も、

都合によって大幅にストーリーを

変えたとか。せっかく考えたス

トーリーを捨てる勇気に共感を覚

えますが、当初はどんな内容だっ

たのか気になりますね。　　（と）

相談案内

女
性
の
た
め
の
相
談
所

開
設

　

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
ハ
ラ
、
夫
な
ど
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
に
対
す
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
期
日　
　

月　

日
□土
 

１１

２２

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１７

■
場
所　

剣
吉
公
民
館

■
相
談
料　

無
料

■
問
合
せ
先　

青
森
地
方
法
務
局

　

八
戸
支
局

　

福
地
工
業
団
地
内
に
あ
る
第
一

ブ
ロ
イ
ラ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
青
森
孵

卵
場
で
は
、
女
性
の
従
業
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
業
務
内
容　

孵
卵
作
業

■
勤
務
内
容　

８
時
～　

時
１７

■
申
込
み
・
問
合
せ
先　

第
一
ブ

ロ
イ
ラ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
青
森
孵

卵
場

☎
０
１
７
８
・　

・
３
６
８
２

８４

■
期
日　
　

月　

日
□日
 

１１

１６

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１４

■
場
所　

す
ぱ
ー
く
名
川

■
内
容　

リ
ン
ゴ
・
野
菜
の
激
安

販
売
、
バ
ザ
ー
、
福
祉
施
設
の

出
店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
名

川
幼
稚
園
、
名
農
豊
穣
太
鼓
、

南
部
秋
桜
会
大
向
社
中
ほ
か
）、

豪
華
景
品
抽
選
会
な
ど

■
問
合
せ
先　

清
岳
園

☎
０
１
７
８
・　

・
２
４
６
７

７６

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の

１１

１１

１７

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
あ
わ
せ
、

イ
ラ
ス
ト
や
標
語
、
作
文
、
習
字

な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　
　

月
７
日
□金
 

か
ら　

１１

１３

日
□木
 

ま
で

■
場
所　

ラ
ピ
ア
１
階

■
問
合
せ
先　

八
戸
税
務
署

☎
０
１
７
８
・　

・
０
１
４
１

４３

■
日
時
・
場
所

　

次
の
い
ず
れ
の
会
場
に
出
席
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

▽　

月　
 
日 
□月
 

＝　

時
・　

時

１１

１７

１０

１４

／
八
戸
市
公
民
館

▽　

月　

日
□火
 

＝　

時
／
八
戸

１１

１８

１０

市
公
民
館

▽　

月　

日
□木
 

＝　

時
／
三
戸

１１

２０

１４

町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▽　

月　

日
□金
 

＝　

時
／
五
戸

１１

２１

１４

町
立
公
民
館

■
対
象　

青
色
個
人
事
業
者
を
除

　

く
管
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者

■
問
合
せ
先　

八
戸
税
務
署

☎
０
１
７
８
・　

・
０
１
４
１

４３

☎
０
１
７
８
・　

・
３
３
４
６

２４

　
　

月
４
日
か
ら
の
人
権
週
間
を

１２
前
に
、
次
に
よ
り
開
設
し
ま
す
。

■
期
日　
　

月　

日
□土
 

１１

２９

■
時
間　
　

時
～　

時

１０

１６

■
場
所　

青
森
地
方
法
務
局
八
戸

支
局
（
八
戸
市
根
城
）

■
相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登

記
、
土
地
の
境
界
争
い
、
遺
産

相
続
、
戸
籍
の
取
扱
い
、
遺
言
、

近
所
等
の
ト
ラ
ブ
ル
、
子
ど
も

の
い
じ
め
や
体
罰
問
題
な
ど

■
相
談
料　

無
料

■
問
合
せ
先　

青
森
地
方
法
務
局

八
戸
支
局

☎
０
１
７
８
・　

・
３
３
４
６

２４

相談案内

法
務
局
な
ん
で
も
相
談

所
開
設

作品展示

税
に
関
す
る
作
品
展

開催案内

平
成　

年
分
年
末
調
整

20

説
明
会

募集案内

従
業
員
募
集

開催案内

清
慈
会
ま
つ
り

写真は「なまず御膳」
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第１３号

　

第　

回
９
月
定
例
会
は
、
８
月　

日

１８

２９

か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
、
平
成　

年
度
各
会
計
決

１９

算
、
平
成　

年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

２０

条
例
の
一
部
改
正
、
意
見
書
案
等
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
各
会
計
決
算
は
議

１９

員
全
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
９
月
４
日
に
審
議
を
行
い
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

主
な
案
件

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◇
工
事
名

　

南
部
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
土

木
・
建
築
工
事

◇
工
事
場
所

　

大
字
沖
田
面
地
内

◇
契
約
金
額

　

４
億
６
千
８
８
６
万
２
千
８
０
０
円

◇
契
約
先

田
名
部
・
堀
内
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

平
成

年
度
一
般
会
計
お
よ
び

１９
各
特
別
会
計
決
算
を
審
査

平
成　

年
度
一
般
会
計
お
よ
び

１９
各
特
別
会
計
決
算
を
審
査

◇条　例

原案可決南部町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例

〃南部町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例

〃南部町乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条例

〃南部町営住宅条例及び南部町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例

〃南部町地域振興基金条例の一部を改正する条例

〃南部町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例

◇契　約

原案可決工事請負契約の締結（南部町浄化センター(仮称)土木・建築工事）

〃財産の取得（消防ポンプ自動車）

◇予　算

原案認定平成１９年度南部町一般会計および特別会計決算（２０件）

原案可決平成２０年度南部町一般会計および特別会計補正予算（１１件）

◇その他

原案可決三八視聴覚教育協議会規約の変更

報　告平成１９年度青森県新産業都市建設事業団の決算報告

〃平成１９年度南部町財政の健全化判断比率の報告

〃平成１９年度南部町公営企業の資金不足比率の報告

◇陳　情

採　択南部町の非核平和自治体宣言を求める陳情書

〃青鹿長根、高屋敷線（その他２２０１）地区道路整備に関する陳情書

◇議員提案意見書等

原案可決新たな過疎対策法の制定に関する意見書案

〃非核平和自治体宣言に関する決議案

◇議員発議

原案可決南部町議会図書室設置条例の一部改正

〃南部町議会会議規則の一部改正

〃南部町議会事務局処務規程の一部改正

※詳しい議案審議内容は、議会事務局までお問い合わせください。

９月定例会に提出された案件と審議結果

問合せ先
　議会事務局 ☎ 0178・84・2111
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なななななななななな

質質質質質質質質質質

主

な

質

疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑

　

第　

回
８
月
臨
時
会
は
８
月
７
日

１７

に
開
催
。
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な

ど
３
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
費
６
億
８
千
万
円

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
費
６
億
８
千
万
円

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◇
工
事
名

　

南
部
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築

工
事

◇
工
事
場
所

　

大
字
上
名
久
井
地
内

◇
契
約
金
額

　

６
億
８
千
２
２
９
万
円

◇
契
約
先

株
式
会
社 
松
本
工
務
店

◎
土
地
の
取
得

◇
取
得
の
目
的

　

町
道
用
地
お
よ
び
町
道
管
理
用
地

◇
取
得
場
所
及
び
地
目

　

大
字
斗
賀（
保
安
林
な
ど
）

◇
取
得
面
積

　

４
万
３
千
７
５
８
・　

㎡
３１

◇
取
得
金
額

２
千　

万
８
千
８
２
３
円

１２

◇
平
成　

年
度
南
部
町
一
般

２０

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◇
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
） ※

本
会
議
や
決
算
特
別
委
員
会
で
の
議
案
に

対
す
る
質
疑
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

質

問　

商
工
業
振
興
費
の

立
地
奨
励
金
、
操
業
奨
励
金
、

雇
用
奨
励
金
の
具
体
的
な
内

容
と
交
付
対
象
企
業
は
。

回

答　

奨
励
金
交
付
事
業

者
は
、
多
摩
川
精
機
株
式
会

社
、
八
戸
ハ
イ
テ
ッ
ク
株
式

会
社
、
有
限
会
社
名
川
製
作

所
の
３
社
と
な
っ
て
い
ま

す
。
立
地
奨
励
金
は
、
工
場

の
等
価
固
定
資
産
総
額
に
１

０
０
分
の
１
を
乗
じ
た
額
を

交
付
し
ま
す
。
操
業
奨
励
金

は
、
工
場
が
操
業
し
た
年
度

か
ら
３
年
間
、
各
年
度
の
当

該
工
場
に
課
さ
れ
る
固
定
資

産
税
に
相
当
す
る
額
を
限
度

と
し
て
交
付
し
ま
す
。
雇
用

奨
励
金
は
、
そ
の
工
場
で
新

規
採
用
し
、
操
業
の
日
か
ら

１
年
間
以
上
雇
用
し
て
い
る

新
規
雇
用
者
が
あ
る
場
合
は

交
付
し
ま
す
。

質

問

消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
更
新
時
期
や
順
番
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

回

答

耐
用
年
数
は　

年
２０

と
考
え
、
古
い
順
に
平
成　
４１

年
度
ま
で
の
更
新
計
画
は

作
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の　
３２

個
分
団
体
制
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
、
今
後　

年
２０

間
で
ど
の
よ
う
に
車
両
を
整

備
し
て
い
く
の
か
、
十
分
協

議
し
て
い
き
た
い
。

◇
平
成　

年
度
南
部
町
一
般

１９

会
計
歳
入
歳
出
決
算

質

問　

各
学
童
保
育
の
受

け
入
れ
態
勢
や
働
い
て
い
る

方
の
身
分
保
障
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

回

答　

平
成　

年
度
の

１９

向
児
童
ク
ラ
ブ
は　

人
、
南

４２

◇契　約

原案可決工事請負契約の締結（南部町学校給食センター新築工事）

〃土地の取得

◇予　算

原案可決平成２０年度南部町一般会計補正予算

８月臨時会に提出された案件と審議結果

部
児
童
ク
ラ
ブ
は　

人
、
名

２１

久
井
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
は　
４０

人
、
剣
吉
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

は　

人
、
鳥
谷
な
か
よ
し
ク

５８
ラ
ブ
は
８
人
、
福
地
中
学
校

区
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は　
４０

人
、
杉
沢
中
学
校
区
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
は　

人
、
合
計
２

１６

２
５
人
の
児
童
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
児
童
厚
生
員

（
職
員
）
は
、
７
カ
所
で　
１４

人
、
身
分
は
臨
時
職
員
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
時
間
は
、
平
日

は
下
校
時
（
お
お
む
ね
３
時

を
設
定
）
か
ら
午
後
６
時　
３０

分
ま
で
。
土
曜
日
、
休
日
、

長
期
休
業
は
、
午
前
８
時　
１５

分
か
ら
午
後
６
時　

分
ま
で

３０

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

保
護
者
か
ら
の
連
絡
等
が
あ

れ
ば
、
お
迎
え
に
来
る
ま
で

預
か
っ
て
い
る
と
い
う
体
制

は
と
っ
て
い
ま
す
。福地中学校区学童保育クラブ

議会だより
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質

問　

我
が
町
に
も
観
光

地
や
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
観
光
地
周
辺
の
道
路
は
、

子
ど
も
た
ち
の
背
丈
ほ
ど
あ

る
草
の
森
に
覆
わ
れ
、
目
を

覆
い
た
く
な
る
状
況
で
が
く

ぜ
ん
と
し
て
い
ま
す
。
ぼ
た

ん
園
で
管
理
し
て
い
る
方
々

の
構
成
人
数
や
作
業
内
容
、

賃
金
関
係
は
希
望
的
内
容
な

の
か
。
年
に
１
回
で
も
、
ア

ク
セ
ス
道
の
除
草
作
業
が
で

き
る
作
業
内
容
な
の
か
。

町
長
答
弁

各
町
内
の
町
道

は
、
昨
年
４
月
か
ら
町
道
清

掃
作
業
報
奨
金
交
付
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
除
草
や
側

溝
の
泥
上
げ
を
し
た
町
内
会

に
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は　

町
内
会
の

６８

う
ち　

町
内
会
、
約
半
分
の

３３

町
内
会
で
清
掃
作
業
が
実
施

さ
れ
、
業
者
委
託
等
に
比
較

す
る
と
費
用
を
軽
減
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

長
谷
ぼ
た
ん
園
へ
通
ず
る

町
道
の
除
草
は
、
ぼ
た
ん
ま

つ
り
の
開
園
前
に
一
度
、
終

了
後
に
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
一
度
、
建
設
課
職
員
が
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八

戸
広
域
農
道
か
ら
チ
ェ
リ
ウ

ス
ま
で
の
町
道
は
、
達
者
村

農
業
観
光
振
興
会
と
な
が
わ

 
百  
笑  
苦  
楽  
部 
の
方
々
が
観

ひ
ゃ
く 
し
ょ
う 

く 

ら 

ぶ

光
シ
ー
ズ
ン
（
主
に
さ
く
ら

ん
ぼ
ま
つ
り
期
間
）
に
除
草

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
県
道
は
ま
つ
り
開
催

に
合
わ
せ
三
八
地
域
県
民
局

に
除
草
を
依
頼
し
、
観
光
客

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一

般

質

問

観
光
地
ア
ク
セ
ス
道
の

　

除
草
作
業
内
容
は

工藤　幸子　議員

に
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
対

応
し
て
い
ま
す
。
行
政
側
と

地
域
住
民
や
各
種
団
体
の

方
々
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
心
地
よ
く
当
町
に

い
ら
し
て
い
た
だ
け
る
た
め

に
整
備
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

長
谷
ぼ
た
ん
園
・
ふ
る
さ

と
の
森
公
園
の
臨
時
職
員

（
３
人
）
の
う
ち
管
理
人
は
１

人
で
、
事
務
を
総
括
す
る
臨

時
職
員
に
分
類
さ
れ
る
の

で
、
賃
金
単
価
は
日
額
５
千

６
０
０
円
、
ほ
か
の
２
人
は

通
常
の
事
務
補
助
を
行
う
臨

時
職
員
に
分
類
さ
れ
る
の

で
、
日
額
５
千
４
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

商
工
観
光
課
長
答
弁　

作
業

内
容
は
、
園
内
の
草
刈
り
、

除
草
、
薬
剤
散
布
、
ぼ
た
ん

ま
つ
り
の
受
付
事
務
等
を
し

て
い
ま
す
。
ぼ
た
ん
ま
つ
り

の
開
園
前
後
に
は
、
商
工
観

光
課
の
職
員
お
よ
び
他
施
設

か
ら
の
応
援
も
受
け
て
、
草

刈
り
等
を
し
て
い
ま
す
。

質

問　

出
生
率
が
低
下

し
、
少
子
化
を
何
と
か
し
な

け
れ
ば
と
社
会
問
題
に
な
り

国
の
存
続
ま
で 
危  
惧 
さ
れ
て

き 

ぐ

い
る
中
、
妊
婦
が
健
康
で
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
安
心
し
て
出

産
で
き
る
よ
う
な
行
政
の
対

応
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
の
バ
ラ
ン
ス

の
立
て
直
し
の
た
め
に
、
ま

た
、
妊
婦
が
無
事
に
健
康
で

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
出
産
で
き

る
よ
う
に
、
妊
婦
の
無
料
健

診
の
回
数
拡
大
を
図
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

町
長
答
弁　

健
康
な
妊
娠
、

安
心
な
出
産
を
迎
え
る
上

で
、
妊
娠
中
の
定
期
健
診
は

重
要
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性

に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い

ま
す
。
国
か
ら
妊
婦
健
診
の

公
費
負
担
の
望
ま
し
い
あ
り

方
と
し
て
、
健
診
の
時
期
や

内
容
等
、
さ
ら
に
回
数
に
つ

い
て
は
５
回
程
度
と
い
う
考

え
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
平
成　

年
７

１９

月
か
ら
５
回
分
の
妊
婦
健
診

を
公
費
負
担
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
妊
婦
に
は
２
回
分
を
追
加

し
７
回
分
を
、
多
胎
妊
娠
の

妊
婦
に
は
胎
児
が
一
人
増
え

る
ご
と
に
４
回
分
を
追
加
交

付
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

妊
娠
中
の
子
宮 
頸 
が
ん
検
診

け
い

は
平
成　

年
７
月
か
ら
、
超

１９

音
波
検
診
は
平
成　

年
４
月

２０

か
ら
全
妊
婦
に
対
象
を
拡
大

し
、
公
費
負
担
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
里
帰
り
先
で
の

妊
婦
健
診
で
も
妊
婦
が
受
診

し
た
い
医
療
機
関
と
町
が
随

時
委
託
契
約
を
し
て
、
受
診

券
を
利
用
し
、
公
費
負
担
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

直
ち
に
全
回
数
の
公
費
負

担
は
厳
し
い
が
、
今
後
、
国

や
県
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
無
料
健
診
の
回
数
の
拡
大

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

妊
婦
健
診
の
無
料
回
数

拡
大
は
必
要

町道わきを除草する建設課職員
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議会だより

質

問

原
油
の
高
騰
や
肥

料
な
ど
の
値
上
が
り
に
伴
う

生
産
経
費
の
増
加
や
生
産
物

の
価
格
低
迷
に
よ
り
、
農
家

は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い

状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

資
材
等
の
高
騰

は
非
常
に
深
刻
な
問
題
で
あ

り
、
農
業
者
に
限
ら
ず
い
ろ

い
ろ
な
業
種
の
方
々
が
大
変

苦
労
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

経
費
削
減
に
つ
な
が
る
生

産
方
法
や
効
率
的
な
作
業

を
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
化

学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
半

分
以
下
に
削
減
す
る
な
ど
の

手
法
を
用
い
る
農
業
者
を
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定
し
て

お
り
、
今
後
も
認
定
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

機
械
や
施
設
等
の
整
備
の
場

合
は
補
助
事
業
を
活
用
し
、

町
負
担
も
考
え
な
が
ら
事
業

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

 
質

問　

安
心
・
安
全
な
農

産
物
生
産
の
た
め
に
交
信
か

く
乱
剤
を
普
及
さ
せ
る
考
え

は
。
他
町
に
先
駆
け
て
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
有
利
な

販
売
が
で
き
る
の
で
は
。

町
長
答
弁　

あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
園
地
で
の
実
施
が
効

果
的
で
あ
る
た
め
、
農
家
相

互
の
協
力
や
状
況
判
断
の
た

め
の
認
識
も
必
要
で
、
効
果

を
確
認
す
る
た
め
２
年
か
ら

３
年
程
度
の
観
察
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
安
心
・
安
全
な

農
産
物
生
産
を
進
め
る
た
め

大
変
効
果
的
な
手
段
な
の

で
、
県
の
協
力
の
も
と
に
、

生
産
者
の
方
々
へ
情
報
提
供

を
し
て
、
導
入
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

厳
し
い
農
業
の
現
状

沼畑　俊一　議員

解
消
し
、
こ
の
新
し
い
分
庁

舎
を
拠
点
と
し
て
今
後
の
事

業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　

庁
舎
は
、
よ
り

よ
い
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
基
本

と
し
た
利
用
し
や
す
く
、
ま

た
、
町
民
生
活
の
安
全
を
守

る
施
設
と
し
て
機
能
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

名
川
分
庁
舎
は
、
老
朽
化
や

狭
小
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

は
事
実
で
す
が
、
町
の
財
政

状
況
を
考
え
る
と
、
す
ぐ
に

建
て
替
え
る
こ
と
は
大
変
厳

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
耐
力
度
調
査
お
よ
び
劣

化
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
最

低
限
必
要
な
修
繕
を
し
て
業

務
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
管

理
し
て
い
き
た
い
。

交
信
か
く
乱
剤
の
普
及

質

問　

分
庁
舎
方
式
に
よ

り
町
民
へ
行
政
事
務
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
庁
舎
間
の
移
動
に
よ

る
不
便
や
負
担
等
が
大
き
い

と
い
う
町
民
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
ま
た
、
集
中
改
革
プ

ラ
ン
の
職
員
数
削
減
は
、
分

庁
舎
方
式
を
見
直
さ
な
い
限

り
非
常
に
厳
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

町
の
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う

な
運
営
方
式
を
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
計
画
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

各
庁
舎
に
総
合

窓
口
機
能
を
備
え
た
分
庁
舎

方
式
は
、
２
年
８
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
住
民
票
、
戸

籍
関
係
や
課
所
管
の
申
請
事

務
な
ど
は
、
ど
こ
の
庁
舎
で

も
用
件
が
済
む
こ
と
が
住
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
さ
れ
、
便

利
な
点
も
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
担
当
課
で

な
け
れ
ば
用
件
が
済
ま
な
い

こ
と
も
あ
り
、
距
離
的
に
遠

く
な
っ
た
な
ど
不
便
に
な
っ

た
点
も
あ
り
ま
す
。

　

分
庁
舎
方
式
が
最
善
と
は

認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
庁

舎
お
よ
び
分
庁
舎
や
出
先
機

関
等
の
施
設
の
維
持
管
理
経

費
、
職
員
の
減
少
な
ど
、
将

来
的
に
は
町
の
一
体
化
を
考

え
る
な
ら
新
庁
舎
建
設
も
必

要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
始

ま
り
、
今
後
、
医
療
健
康
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設
も

計
画
し
て
い
る
の
で
、
当
分

の
間
は
、
こ
の
体
制
の
維

持
・
向
上
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

質

問　

名
川
分
庁
舎
は
建

設
後
約　

年
が
経
過
し
、
本

４３

体
の
老
朽
化
が
著
し
く
進
ん

で
い
ま
す
。
分
庁
舎
方
式
を

今
後
の
町
の
運
営
方
式

松本　陽一　議員

名
川
分
庁
舎
の

建
て
替
え
は

老朽化が著しい名川分庁舎
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町
長
答
弁　

主
食
の
米
穀
は

１
０
０
食
分
、
カ
ロ
リ
ー
メ

イ
ト
は　

食
分
を
そ
れ
ぞ
れ

６０

本
庁
舎
お
よ
び
各
分
庁
舎
に

備
蓄
し
、
日
本
赤
十
字
奉
仕

団
で
は
、
非
常
用
保
存
食
ア

ル
フ
ァ
米
２
５
０
食
分
を
名

川
分
庁
舎
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

供
給
方
法
は
、
通
常
に
食

料
品
が
調
達
で
き
な
い
場
合

に
は
、
相
互
応
援
協
定
書
等

に
基
づ
く
市
町
村
お
よ
び
県
、

国
、
自
衛
隊
か
ら
の
支
援
を

要
請
し
対
処
し
ま
す
。
家
庭

や
職
場
で
も
、
平
常
時
か
ら

食
料
や
生
活
必
需
品
を
備
蓄

し
て
お
く
よ
う
に
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

質

問　

今
回
の
地
震
の
際

に
、
即
時
に
独
居
老
人
世
帯

や
老
人
世
帯
の
安
否
確
認
を

し
た
の
か
。

町
長
答
弁　

優
先
し
て
安
否

確
認
が
必
要
と
判
断
し
て
、

地
震
発
生
直
後
に
安
否
確
認

を
し
た
対
象
世
帯
は　

世
帯
、

７８

６
世
帯
は
情
緒
不
安
定
や
認

知
症
等
の
理
由
の
た
め
、
早

朝
に
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
状
況
確
認
が
必

要
と
判
断
し
た
２
３
０
世
帯

と
合
わ
せ
て
３
１
４
世
帯
は
、

　

日
午
後
３
時
ま
で
に
は
す

２４べ
て
安
否
確
認
を
し
て
い
ま

す
。

質

問　

少
子
高
齢
化
、
核

家
族
化
が
進
み
、
夫
婦
共
稼

ぎ
も
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
役
場
の
窓
口
へ
訪
れ
る

に
は
、
会
社
を
休
む
か
、
早

退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
、
土

日
の
窓
口
業
務
の
開
設
は
で

き
な
い
も
の
か
。

町
長
答
弁　

仕
事
で
開
庁
時

間
帯
に
役
場
に
出
向
け
な
い

方
に
と
っ
て
は
、
休
日
の
窓

口
業
務
の
開
設
は
大
き
な
役

割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案

し
て
、
平
日
の
窓
口
業
務
を

午
後
６
時
ま
で
延
長
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
利
用
者
数

は
１
４
４
人
（
福
地
本
庁
舎

　

人
、
名
川
分
庁
舎　

人
、

５７

７５

南
部
分
庁
舎　

人
）
で
、
月

１２

平
均　

人
と
な
っ
て
い
ま

１２

す
。
現
在
、
非
常
に
低
い
利

用
率
で
す
が
、
こ
の
延
長
窓

口
業
務
を
し
っ
か
り
と
確
保

し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質

問　

コ
ン
ビ
ニ
等
で
気

軽
に
納
税
で
き
る
体
制
を
と

れ
な
い
の
か
。

町
長
答
弁　

納
税
者
の
利
便

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
や
郵
便

振
替
、
口
座
振
替
制
度
の
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
の
地
方
自
治
法
施
行
令

１５の
改
正
に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
で

の
収
納
が
可
能
に
な
り
、
平

成　

年
の
地
方
自
治
法
の
改

１８
正
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
収
納
等
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度

は
納
税
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
上
で
便
利
な
も
の
で
す

が
、
反
面
、
シ
ス
テ
ム
整
備

の
費
用
や
収
納
委
託
先
に
手

数
料
を
支
払
う
な
ど
、
新
た

な
経
費
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
常
に
改
善
・
改
革
の
意

識
を
持
っ
て
先
進
地
等
の
状

況
を
調
査
し
、
財
政
事
情
を

踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
を
見

極
め
な
が
ら
体
制
の
整
備
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

土
日
に
窓
口
開
設
は

で
き
な
い
の
か

８月に実施した防災訓練

質

問　

昨
年
か
ら
消
防
関

係
者
や
町
内
会
な
ど
が
参
加

し
、
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
今
回
の
岩
手
沿
岸

北
部
地
震
で
そ
の
訓
練
が
有

効
に
機
能
し
た
の
か
。
ま
た
、

災
害
本
部
の
設
置
時
期
、
状

況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
長
答
弁　

地
震
は
午
前
０

時　

分
に
発
生
、
午
前
０
時

２６

　

分
に
は
本
庁
舎
に
総
務
課

４５長
が
登
庁
し
、
総
括
統
制
班

を
総
務
課
に
設
置
し
ま
し
た
。

各
課
に
よ
る
被
害
調
査
、
要

援
護
者
へ
の
安
否
確
認
を
行

い
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

も
な
く
、
午
前
２
時　

分
ま

３０

で
に
町
有
施
設
も
被
害
が
軽

微
だ
と
判
明
し
た
た
め
、
非

常
配
備
体
制
の
ま
ま
で
対
応

し
ま
し
た
。　

日
午
後
４
時

２４

に
２
回
目
の
課
長
会
議
を
開

催
し
て
被
害
状
況
を
確
認
し
、

そ
の
対
応
を
指
示
し
て
非
常

配
備
体
制
を
解
除
し
て
い
ま

す
。
職
員
に
お
い
て
は
、
庁

舎
へ
参
集
途
中
に
被
害
状
況

を
確
認
し
、
速
や
か
な
報
告

を
す
る
な
ど
訓
練
の
成
果
が

あ
ら
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

質

問　

避
難
場
所
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設

の
耐
震
強
度
な
ど
の
調
査
を

し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

現
行
の
耐
震
性

検
査
基
準
以
前
に
建
築
さ
れ

た
避
難
施
設
の
耐
震
診
断
お

よ
び
耐
震
補
強
工
事
は
、
学

校
は
順
次
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
集
会
施
設
な
ど
は
、

建
物
の
維
持
管
理
状
況
の
確

認
や
調
査
を
し
て
、
耐
震
も

考
慮
し
て
補
強
や
修
繕
を
し

て
い
き
た
い
。

質

問　

各
避
難
所
に
は
救

援
物
資
が
備
え
ら
れ
て
い
る

の
か
。
備
え
ら
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
形
で
対
応
す
る
の
か
。

地
震
災
害
へ
の

町
の
対
応
は

夏堀　文孝　議員

コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
は

で
き
な
い
の
か
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質

問　

原
油
や
物
価
高
騰

に
よ
り
、
農
家
は
じ
め
住
民

生
活
に
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
福
祉
灯
油
助
成
な
ど
の

支
援
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。
ま
た
、
政
府
へ
の
要
請

は
し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁　

昨
年
度
は
、
国

の
特
別
地
方
交
付
税
や
県
の

元
気
な
あ
お
も
り
づ
く
り
支

援
事
業
と
町
の
負
担
で
灯
油

助
成
を
し
ま
し
た
。
昨
年
の

急
激
な
高
騰
よ
り
高
い
値
段

で
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、

国
の
経
済
支
援
対
策
を
見
極

め
な
が
ら
町
の
支
援
を
考
え

て
い
き
た
い
。
青
森
県
町
村

会
の
総
会
で
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
、
全
国
町
村
会
か
ら

国
の
方
に
要
請
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
話
を
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
へ
の
助
成
は

立花　寛子　議員

質

問　

各
小
中
学
校
の
耐

震
化
や
旧
耐
震
基
準
で
建
て

ら
れ
た
公
的
管
理
が
必
要
な

建
物
の
取
り
扱
い
は
。
ま
た
、

耐
震
診
断
が
必
要
な
建
物
や

耐
震
性
が
疑
わ
れ
る
建
物
へ

の
対
策
は
。

町
長
答
弁　

公
的
機
関
管
理

が
必
要
な
建
物
は
３
４
８

件
、
そ
の
う
ち
昭
和　

年
以

５６

前
の
旧
耐
震
基
準
の
建
物
は

１
８
９
件
と
な
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
は
、
名
川
地
区

は
広
場
、
高
屋
敷
、
五
日
市

団
地
の　

棟
、
南
部
地
区
で

４１

は
、
佐
野
平
、
沖
田
面
第
１
・

第
２
、
相
内
、
湧
口
団
地
の

１
０
５
棟
が
旧
耐
震
基
準
で

建
設
し
て
お
り
、
南
部
町
住

生
活
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

順
次
建
て
替
え
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

耐
震
診
断
を
実
施
す
る
必

要
の
あ
る
学
校
施
設
等
は
、

福
田
小
学
校
、
剣
吉
小
学
校
、

向
小
学
校
、
南
部
小
学
校
、

福
地
中
学
校
、
南
部
幼
稚
園

の
５
校
１
園
の
６
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設

は
、
平
成　

年
度
の
耐
震
化

１８

優
先
度
調
査
の
結
果
に
基
づ

き
、
計
画
的
に
耐
震
診
断
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を

受
け
て
、
補
強
設
計
・
補
強

工
事
を
実
施
し
て
い
く
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
川
病
院
や
名
川
分
庁
舎

は
老
朽
化
し
て
お
り
、
安
全

面
に
考
慮
し
、
補
強
、
建
て

替
え
、
大
規
模
改
修
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
対
策
が
効
率
的

な
の
か
検
討
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

名
川
病
院
事
務
長
答
弁　

一

番
古
い
診
療
棟
は
昭
和　

年
４３

　

月
の
建
設
の
た
め
、
新
耐

１１震
基
準
以
前
の
建
物
と
な
り

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
棟
は
平
成

３
年
１
月
、
健
診
棟
は
平
成

６
年　

月
の
建
設
な
の
で
、

１２

新
耐
震
基
準
が
図
ら
れ
て
い

る
建
物
と
な
り
ま
す
。

　

診
療
棟
は
、
管
理
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
調
査
を
し

て
、
修
繕
の
必
要
な
も
の
は

そ
の
都
度
修
繕
等
を
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質

問　

住
民
の
皆
さ
ん
が

「
山
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

そ
の
場
所
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

町
長
答
弁　

現
在
当
町
に

は
、
不
法
投
棄
監
視
委
員
が

３
人
い
ま
す
。
名
川
・
南
部
・

福
地
地
区
に
分
け
て
、
各
地

区
で
月
２
回
の
巡
回
、
監
視

を
お
願
い
し
、
毎
月
報
告
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

斗
賀
樹
園
地
農
道
周
辺
に

は
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

の
報
告
は
な
く
、
生
活
ご
み

等
の
投
棄
が
５
カ
所
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
古

タ
イ
ヤ
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
八
戸
環
境

管
理
事
務
所
へ
報
告
す
る
と

と
も
に
、
不
法
投
棄
を
禁
止

す
る
看
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト 
塊 
は
、

か
い

災
害
が
け
崩
れ
防
止
の
た
め

で
、
産
業
廃
棄
物
と
認
識
し

て
い
ま
せ
ん
。

質

問　

剣
吉
地
域
に
あ
る

雇
用
促
進
住
宅
は
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
、
三
戸
郡
内
で

は
ど
の
よ
う
な
方
針
な
の

か
。
住
宅
確
保
の
た
め
、
雇

用
促
進
住
宅
の
存
続
を
訴
え

て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

５
階
建
て
だ
が

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
今

後
、
多
額
の
維
持
補
修
経
費

も
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

入
居
率
も
低
い
の
で
、
行
政

法
人
雇
用
能
力
開
発
機
構
に

譲
渡
を
希
望
し
な
い
と
意
思

表
示
を
し
て
い
ま
す
。
郡
内

の
動
向
は
、
三
戸
町
お
よ
び

五
戸
町
の
両
町
と
も
譲
渡
を

受
け
な
い
方
針
と
い
う
こ
と

で
す
。
存
続
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
町
で
譲
渡
を
受
け

て
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。
町
で
は
総

合
的
に
判
断
し
、
譲
渡
を
希

望
し
な
い
と
い
う
方
針
を
打

ち
出
し
た
の
で
、
存
続
を
訴

え
て
い
く
と
い
う
立
場
に
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
耐
震
化

促
進
へ
の
対
応
は

産
業
廃
棄
物
が
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
な
い
か

雇
用
促
進
住
宅
の
存
続
は

剣吉地区にある雇用促進住宅
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町
長
答
弁　

旧
町
村
ご
と
の

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
て
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ネ

ギ
、
大
豆
な
ど
の
転
作
作
物

と
交
付
金
額
を
定
め
て
、
高

収
益
産
物
や
土
地
利
用
型
作

物
の
作
付
け
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
は
転

１９

作
目
標
は　

・　

ヘ
ク
タ
ー

７３

５４

ル
と
定
め
て
い
た
が
、
実
績

は　

・　

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

７７

４５

り
、
目
標
を
若
干
超
え
る
実

績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
課
長
答
弁　

転
作
場
所

に
よ
っ
て
は
生
産
に
適
し
て

い
な
い
農
産
物
も
あ
り
ま
す
。

農
産
物
の
生
産
に
は
大
変
苦

労
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質

問　

高
齢
化
、
後
継
者

不
足
が
影
響
し
て
い
る
と
思

う
が
、
遊
休
農
地
と
な
っ
て

い
る
面
積
は
。

町
長
答
弁　

遊
休
農
地
と

な
っ
た
水
田
の
面
積
は
、
農

林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
２
０
０

０
年
は　

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
２

７６

０
０
５
年
は　

ヘ
ク
タ
ー
ル

６７

と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

質

問　

世
界
的
な
穀
物
の

取
り
巻
く
事
情
や
国
内
の
事

情
も
踏
ま
え
、
町
の
農
業
政

策
は
ど
の
よ
う
な
方
向
性
に

転
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
、
認
定
農
家
な
ど
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担
う
も
の

な
の
か
。

町
長
答
弁　

農
業
は
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
と
位
置
づ
け
、

関
係
機
関
や
農
業
団
体
と
一

体
と
な
り
、
豊
か
な
活
力
の

あ
る
農
業
振
興
を
推
進
す
る

た
め
、
総
合
振
興
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

農
業
分
野
の
基
本
計
画
に
担

い
手
の
育
成
や
農
業
後
継
者

の
発
掘
、
耕
作
放
棄
地
防
止
、

直
売
所
の
整
備
な
ど
の
目
標

を
掲
げ
て
、
平
成　

年
度
を

２４

目
標
年
度
と
し
て
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

や
認
定
農
業
者
は
、
地
域
の

農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
農

業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
方
々
と

な
り
ま
す
。

質

問　

減
反
政
策
が
こ
の

地
域
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

変
化
、
悪
影
響
や
い
い
面
を

も
た
ら
し
た
の
か
。

町
長
答
弁　

昭
和　

年
か
ら

４５

食
糧
管
理
法
に
基
づ
い
て
主

食
米
の
生
産
が
制
限
さ
れ
、

食
の
多
様
化
、
少
子
高
齢
化

等
に
よ
り
米
の
需
要
量
の
減

少
が
進
ん
で
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
１６

か
ら
は
米
政
策
改
革
大
綱
に

基
づ
い
て
、
農
協
、
集
荷
業

者
、
農
家
等
で
構
成
す
る
地

域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
が

主
体
と
な
っ
て
、
生
産
調
整

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
政
策
に
よ
る
地
域
の

利
点
は
、
米
の
需
要
量
の
減

少
な
ど
で
下
落
基
調
と
な
っ

て
い
る
米
の
価
格
が
あ
る
程

度
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

転
作
作
物
へ
の
交
付
金
等
に

よ
り
、
水
田
農
業
収
入
の
安

定
が
図
ら
れ
る
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
不
利
な
点
は
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
労
働
力
不
足

や
長
期
に
わ
た
る
保
全
管
理

が
伴
う
た
め
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

質

問　

旧
南
部
町
、
旧
名

川
町
、
旧
福
地
村
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
が
、
合
併
以
前
の

期
間
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
に

減
反
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
で
成
果
を
上
げ
、
ど
の

よ
う
な
弊
害
を
抱
え
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

地
域
水
田
農
業

推
進
協
議
会
を
組
織
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
毎

年
県
か
ら
の
配
分
を
受
け
、

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
た
米
の
生
産
数
量
配

分
や
産
地
づ
く
り
交
付
金
な

ど
の
協
議
を
し
ま
す
。
生
産

団
体
を
通
じ
て
農
家
へ
通
知

し
、
そ
の
後
生
産
調
整
の
受

付
や
計
画
書
に
基
づ
い
た
現

地
確
認
作
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
農
家
の
方
々
の
意
向

を
踏
ん
だ
転
作
計
画
だ
と
思

う
の
で
、
今
後
も
関
係
者
の

方
々
が
現
状
を
確
認
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

農
林
課
長
答
弁　

各
地
区
の

協
議
会
の
基
本
方
針
は
、
福

地
地
区
は
売
れ
る
米
づ
く
り

や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

転
作
作
物
の
本
格
化
、
産
地

化
の
推
進
。
担
い
手
を
明
確

に
し
た
育
成
確
保
な
ど
を
掲

げ
、
目
標
実
現
の
た
め
に
転

作
奨
励
作
物
を
定
め
、
所
得

の
安
定
を
図
る
と
し
て
い
ま

す
。
名
川
地
区
と
南
部
地
区

で
は
、
売
れ
る
米
づ
く
り
の

推
進
や
低
コ
ス
ト
を
目
指
し

た
米
づ
く
り
、
環
境
に
優
し

い
水
田
農
業
の
推
進
な
ど
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
作
物
へ
の
転
換

を
進
め
る
た
め
の
目
標
を
定

め
て
い
ま
す
。

質

問　

転
作
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
の
か
疑
問
が
あ
る

が
、
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
。

減
反
政
策
に
よ
る

地
域
へ
の
影
響
は

川守田　稔　議員

今
後
の
農
政
の
方
向
は

転作によるネギの作付け
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伝
統
に
関
係
し
て
い
る
も
の

の
再
編
は
、
非
常
に
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
つ
り

以
外
は
で
き
る
だ
け
早
く
一

本
化
し
、
簡
素
化
を
図
る
こ

と
は
大
変
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
官
主
導
か

ら
民
主
導
へ
の
移
管
も
検
討

し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質

問　

新
聞
の
記
事
に
よ

る
と
、
２
０
０
５
年
と
比
較

し
て
２
０
３
５
年
に
は
、
南

部
町
は　

％
か
ら　

％
の
範

３０

５０

囲
で
人
口
が
減
少
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

　

歳
以
上
の
老
年
人
口
の
比

６５率
や　

歳
以
上
の
後
期
高
齢

７５

者
の
比
率
は
。

町
長
答
弁　

平
成　

年
国
勢

１７

調
査
に
よ
る
と
南
部
町
の
総

人
口
は
、
２
万
１
千
５
５
２

人
で　

歳
以
上
の
老
年
人
口

６５

は
６
千　

人
、
老
年
人
口
比

２８

率
は
約　

％
、　

歳
以
上
の

２８

７５

後
期
高
齢
者
は
３
千　

人
、

２５

後
期
高
齢
者
比
率
は
約　

％
１４

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
方
々
の
人
口
比
率
が
増
え

て
い
る
現
状
と
な
っ
て
い
ま

す
。

質

問　

人
口
減
少
に
対
応

し
た
縮
小
均
衡
型
、
地
域
開

発
の
具
体
的
な
政
策
は
。

町
長
答
弁　

町
の
歳
入
の
大

部
分
を
占
め
る
地
方
交
付
税

や
国
・
県
補
助
金
等
の
先
行

き
は
大
変
厳
し
い
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
活
用
な
ど
に
よ
り
歳
入

の
確
保
に
努
め
、
各
種
ま
ち

づ
く
り
施
策
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
費
用
対
効
果
の
検
証

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
緊
急

性
・
重
要
性
・
必
要
性
な
ど

十
分
勘
案
し
、
歳
入
と
歳
出

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

質

問　

八
戸
市
を
中
心
と

し
た
こ
の
地
域
都
市
圏
の
基

盤
強
化
、
そ
れ
に
対
応
し
た

政
策
は
。

町
長
答
弁　

八
戸
地
域
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
は
、
八

戸
市
を
は
じ
め
と
す
る
８
市

町
村
で
構
成
さ
れ
、
消
防
・

救
急
業
務
、
ご
み
や
し
尿
処

理
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
分

野
で
の
共
同
処
理
事
業
や
、

構
成
市
町
村
の
特
性
を
生
か

し
た
圏
域
づ
く
り
な
ど
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
同
組
合
で

は
、
八
戸
圏
域
を
取
り
巻
く

情
勢
の
大
き
な
変
化
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
第
３
次
八

戸
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
圏

域
の
将
来
像
を
「
人
・
産
業
・

環
境
が
調
和
し
た
北
東
北
の

中
核
都
市
圏
」
と
し
て
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。

質

問　

年
代
別
人
口
の
今

後
の
予
測
と
対
応
策
は
。

町
長
答
弁　

総
合
振
興
計
画

で
は
、
コ
ー
ホ
ー
ト
法
と
い

う
計
算
方
式
に
よ
り
、
国
勢

調
査
を
も
と
に　

年
後
の
平

１０

成　

年
の
将
来
人
口
を
推
計

２９
し
て
い
ま
す
。　

歳
以
下
の

１４

年
少
人
口
は
、
平
成　

年
は

１７

２
千
８
８
５
人
（
構
成
比　

・
１３

４
％
）、
平
成　

年
は
２
千

２９

２
０
９
人
（
構
成
比　

・
９

１１

％
）。　

歳
か
ら　

歳
の
生

１５

６４

産
年
齢
人
口
は
、
平
成　

年
１７

は
１
万
２
千
６
３
９
人
（
構

成
比　

・
６
％
）、
平
成　

年

５８

２９

は
１
万
１
１
７
人
（
構
成
比

　

・
２
％
）。　

歳
以
上
の
老

５４

６５

年
人
口
は
、
平
成　

年
は
６

１７

千　

人
（
構
成
比　

％
）、
平

２８

２８

成　

年
は
６
千
３
２
７
人

２９

（
構
成
比　

・
９
％
）。
ま
さ

３３

に
少
子
高
齢
化
の
推
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
、

居
住
環
境
の
整
備
、
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
学
校

教
育
、
社
会
教
育
の
充
実
な

ど
に
よ
る
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
、
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
達
者
村
、
通
年
農

業
観
光
な
ど
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
よ
る
元
気
で
生
き
生

き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
生
産
年
齢
人
口
の
推

計
結
果
を
上
回
る
人
口
の
確

質

問　

合
併
前
の
旧
３
町

村
で
行
わ
れ
て
き
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
が
そ
の
ま
ま

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
行
政
と
し
て
効

率
と
効
果
を
考
え
て
、
選
択

と
集
約
化
が
必
要
で
は
な
い

の
か
。

町
長
答
弁　

各
地
区
で
開
催

し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

等
は
、
歴
史
と
と
も
に
地
域

に
定
着
し
た
も
の
で
あ
り
、

地
域
づ
く
り
や
経
済
の
活
性

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
や
町
民
運
動
会
、
敬

老
会
、
成
人
式
な
ど
の
一
部

行
事
等
は
再
編
や
調
整
を
し

て
い
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
は

再
編
さ
れ
ず
に
現
在
に
至
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
歴
史
や

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の

集
約
、
簡
素
化
は
必
要

根市　　勲　議員

中
長
期
的
な
人
口
の

予
測
と
対
策
は南部まつりの大名行列
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伝
統
に
関
係
し
て
い
る
も
の

の
再
編
は
、
非
常
に
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
つ
り

以
外
は
で
き
る
だ
け
早
く
一

本
化
し
、
簡
素
化
を
図
る
こ

と
は
大
変
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
官
主
導
か

ら
民
主
導
へ
の
移
管
も
検
討

し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質

問　

新
聞
の
記
事
に
よ

る
と
、
２
０
０
５
年
と
比
較

し
て
２
０
３
５
年
に
は
、
南

部
町
は　

％
か
ら　

％
の
範

３０

５０

囲
で
人
口
が
減
少
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

　

歳
以
上
の
老
年
人
口
の
比

６５率
や　

歳
以
上
の
後
期
高
齢

７５

者
の
比
率
は
。

町
長
答
弁　

平
成　

年
国
勢

１７

調
査
に
よ
る
と
南
部
町
の
総

人
口
は
、
２
万
１
千
５
５
２

人
で　

歳
以
上
の
老
年
人
口

６５

は
６
千　

人
、
老
年
人
口
比

２８

率
は
約　

％
、　

歳
以
上
の

２８

７５

後
期
高
齢
者
は
３
千　

人
、

２５

後
期
高
齢
者
比
率
は
約　

％
１４

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
方
々
の
人
口
比
率
が
増
え

て
い
る
現
状
と
な
っ
て
い
ま

す
。

質

問　

人
口
減
少
に
対
応

し
た
縮
小
均
衡
型
、
地
域
開

発
の
具
体
的
な
政
策
は
。

町
長
答
弁　

町
の
歳
入
の
大

部
分
を
占
め
る
地
方
交
付
税

や
国
・
県
補
助
金
等
の
先
行

き
は
大
変
厳
し
い
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
活
用
な
ど
に
よ
り
歳
入

の
確
保
に
努
め
、
各
種
ま
ち

づ
く
り
施
策
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
費
用
対
効
果
の
検
証

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
緊
急

性
・
重
要
性
・
必
要
性
な
ど

十
分
勘
案
し
、
歳
入
と
歳
出

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

質

問　

八
戸
市
を
中
心
と

し
た
こ
の
地
域
都
市
圏
の
基

盤
強
化
、
そ
れ
に
対
応
し
た

政
策
は
。

町
長
答
弁　

八
戸
地
域
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
は
、
八

戸
市
を
は
じ
め
と
す
る
８
市

町
村
で
構
成
さ
れ
、
消
防
・

救
急
業
務
、
ご
み
や
し
尿
処

理
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
分

野
で
の
共
同
処
理
事
業
や
、

構
成
市
町
村
の
特
性
を
生
か

し
た
圏
域
づ
く
り
な
ど
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
同
組
合
で

は
、
八
戸
圏
域
を
取
り
巻
く

情
勢
の
大
き
な
変
化
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
第
３
次
八

戸
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
圏

域
の
将
来
像
を
「
人
・
産
業
・

環
境
が
調
和
し
た
北
東
北
の

中
核
都
市
圏
」
と
し
て
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。

質

問　

年
代
別
人
口
の
今

後
の
予
測
と
対
応
策
は
。

町
長
答
弁　

総
合
振
興
計
画

で
は
、
コ
ー
ホ
ー
ト
法
と
い

う
計
算
方
式
に
よ
り
、
国
勢

調
査
を
も
と
に　

年
後
の
平

１０

成　

年
の
将
来
人
口
を
推
計

２９
し
て
い
ま
す
。　

歳
以
下
の

１４

年
少
人
口
は
、
平
成　

年
は

１７

２
千
８
８
５
人
（
構
成
比　

・
１３

４
％
）、
平
成　

年
は
２
千

２９

２
０
９
人
（
構
成
比　

・
９

１１

％
）。　

歳
か
ら　

歳
の
生

１５

６４

産
年
齢
人
口
は
、
平
成　

年
１７

は
１
万
２
千
６
３
９
人
（
構

成
比　

・
６
％
）、
平
成　

年

５８

２９

は
１
万
１
１
７
人
（
構
成
比

　

・
２
％
）。　

歳
以
上
の
老

５４

６５

年
人
口
は
、
平
成　

年
は
６

１７

千　

人
（
構
成
比　

％
）、
平

２８

２８

成　

年
は
６
千
３
２
７
人

２９

（
構
成
比　

・
９
％
）。
ま
さ

３３

に
少
子
高
齢
化
の
推
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
、

居
住
環
境
の
整
備
、
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
学
校

教
育
、
社
会
教
育
の
充
実
な

ど
に
よ
る
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
、
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
達
者
村
、
通
年
農

業
観
光
な
ど
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
よ
る
元
気
で
生
き
生

き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
生
産
年
齢
人
口
の
推

計
結
果
を
上
回
る
人
口
の
確

質

問　

合
併
前
の
旧
３
町

村
で
行
わ
れ
て
き
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
が
そ
の
ま
ま

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
行
政
と
し
て
効

率
と
効
果
を
考
え
て
、
選
択

と
集
約
化
が
必
要
で
は
な
い

の
か
。

町
長
答
弁　

各
地
区
で
開
催

し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

等
は
、
歴
史
と
と
も
に
地
域

に
定
着
し
た
も
の
で
あ
り
、

地
域
づ
く
り
や
経
済
の
活
性

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
や
町
民
運
動
会
、
敬

老
会
、
成
人
式
な
ど
の
一
部

行
事
等
は
再
編
や
調
整
を
し

て
い
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
は

再
編
さ
れ
ず
に
現
在
に
至
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
歴
史
や

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の

集
約
、
簡
素
化
は
必
要

根市　　勲　議員

中
長
期
的
な
人
口
の

予
測
と
対
策
は南部まつりの大名行列
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議会だより

保
を
目
指
し
、
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質

問　

人
口
の
急
激
な
減

少
は
、
町
内
活
動
等
の
大
事

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も

大
き
く
影
響
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、そ
の
対
応
策
は
。

町
長
答
弁　

総
合
振
興
計
画

で
は
、
町
の
主
要
課
題
と
し

て
「
少
子
化
」「
高
齢
化
」

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
な
ど

８
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
の
た
め
「
少
子
化
」

で
は
、
安
心
し
て
出
産
・
育

児
の
で
き
る
支
援
体
制
の
確

立
、
子
育
て
・
住
環
境
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
み
、「
高
齢

化
」
で
は
、
元
気
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
な
住
環

境
の
整
備
や
福
祉
社
会
の
形

成
な
ど
に
取
り
組
み
、「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
は
、
地

域
を
楽
し
く
、
暮
ら
し
や
す

く
し
て
い
く
た
め
、
町
民
と

行
政
が
共
同
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
取
り
組
ん
で
い
く
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
展
開

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

体
制
強
化
と
活
動
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

質

問　

８
月　

日
が
土
曜

１６

日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
朝

８
時
ま
で
に
ご
み
を
出
す
よ

う
に
と
の
広
報
が
各
家
庭
に

配
ら
れ
、
多
く
の
町
民
の

方
々
か
ら
苦
情
を
聞
い
て
い

ま
す
。
も
う
少
し
住
民
の
立

場
に
立
っ
た
収
集
方
法
を
考

え
て
ほ
し
い
。

町
長
答
弁　

８
月　

・　

日

１６

１７

が
土
日
と
重
な
り
、
名
川
地

区
と
福
地
地
区
の
搬
入
先
が

午
前
中
ま
で
な
の
で
、
特
別

に
午
前
８
時
と
し
ま
し
た
。

事
前
に
回
覧
で
お
知
ら
せ
と

お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、
変

更
理
由
も
書
く
よ
う
に
担
当

課
へ
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
も　

日
が
日
曜
日
な

１６

の
で
、
墓
地
管
理
者
と
持
ち

帰
り
を
含
め
て
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
住
民
の

皆
さ
ん
へ
は
、
分
か
り
や
す

い
周
知
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

住
民
の
立
場
に
立
っ
た

ご
み
収
集
方
法
を

…………………………………………………………………………………………………………………

各常任委員会は所管事務調査を行いました。 

産業建設常任委員会

総務企画常任委員会

◆南部町多目的バス運行事業調査（１０月２０日）

　企画調整課から多目的バスの利用状況について

説明を受け、多目的バスの乗車体験をしました。

◆学校訪問（南部中学校、名川中学校） （１０月２日）

　各学校の運営状況について説明を受け、学校施

設の状況や授業を視察しました。

◆町道現況調査（名川地区、 福地地区） （９月２２日）

　建設課から町道の現況について説明を受け、名川お

よび福地地区で道幅の狭い町道を視察しました。

◆農産物直売施設改修事業調査、電源立地地域対策交

付金事業調査（バーデパーク施設改修工事）
（１０月２３日）

　各担当課から事業内容について説明を受け、工事中

のジャックドセンターやバーデパークを視察しました。

教育民生常任委員会



町の特産果実を
笑顔でＰＲ

ゲストの堀内孝雄さん（左）と中村美律子さん（下）

ロ 歌

　
　
　

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が　

月　

日
に
南

１０

１２

　
　
　

部
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
出

場
者
が
プ
ロ
顔
負
け
の
歌
唱
力
や
リ
ズ
ム

感
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

前
日
の
予
選
会
に
は
、
応
募
者
の
中
か

ら
選
出
さ
れ
た
２
５
０
組
が
思
い
思
い
の

衣
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
と
も
に
自
慢

の
歌
声
で
本
選
出
場
を
競
い
ま
し
た
。

　

の
ど
自
慢
当
日
、
会
場
は
朝
早
く
か
ら

席
を
求
め
て
観
覧
当
選
者
の
列
が
で
き
る

ほ
ど
。
番
組
で
は
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

　

組
が
生
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
明
る
く
楽

２０し
く
元
気
な
歌
声
を
会
場
に
響
か
せ
な
が

ら
、
詰
め
か
け
た
約
１
千
人
の
観
客
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

Ｎ

ＮＨＫのど自慢が開催される

木村ゴヨさん （南部地区相内） 西塚 繭  子 さん （名川地区鳥舌内） 
まゆ こ

　ステージでは緊張せずに歌え
ました。東京に住む息子や番組
を見た人から「上手に歌えたね」
と言われ、うれしく思います。

佐々木 伸  也 さん （右・名川地区虎渡）
しん や

　生放送なので少し緊張しましたが、納得できる
歌を歌うことができました。

　民謡の良さを知ってほしく「南
部俵積み唄」を選曲しました。合
格の鐘の音は体中に響き渡り、と
ても気持ちよかったです。

月舘 雄  二 さん （左・名川地区剣吉）
ゆう じ

　番組に２人で出場した時間は、とてもいい思い
出になりました。

　小さい頃から見ていた
番組でチャンピオンに選
ばれ、とてもうれしいで
す。友人からのメールが
励みになり、ステージ上
では思いきり楽しむこと
ができました。
　出場を決めたのは、県
外に住む闘病中の姉を励
ますため。テレビを通じ
て、私の思いがきっと伝
わったと信じています。

チャンピオンに選ばれた

倉舘  麻  美 さん （五戸町）
あさ み


